
翻
刻
紹
介

『
人
相
小
鑑
大
全
』（
上
）
巻
一
〜
巻
二

浜
田
泰
彦
・
河
戸
愛
実

は
じ
め
に

江
戸
時
代
の
版
本
は
、
儒
学
・
仏
教
・
神
道
等
の
学
問
諸
領
域
の
み
な
ら
ず
、

文
学
の
諸
ジ
ャ
ン
ル
に
至
る
ま
で
、
有
用
・
無
用
を
問
わ
ず
多
彩
で
広
範
な
領
域

を
カ
バ
ー
し
て
い
た
。
夢
占
・
易
占
・
手
相
書
・
観
相
書
等
占
術
に
関
連
す
る
書

物
も
ま
た
江
戸
時
代
を
通
し
て
大
量
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
今
日
で
は
、
占
術
の

言
説
は
、
科
学
的
根
拠
を
持
た
ず
、
学
問
領
域
の
対
象
外
と
見
な
さ
れ
る
の
が
一

般
的
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
江
戸
時
代
で
は
占
術
も
ま
た
学
問
の
一
領
域
を

占
め
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
石
門
心
学
者
の
鎌
田
一
窓
（
虚
白
斎
）
が
著
し
た
心
学
書
談
義
本

『
売
卜
先
生
糠こぬか
俵たわら』（
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
五
月
刊
）
で
は
、
筮
竹
を
手
に

し
た
売
卜
先
生
が
、
悩
み
や
疑
問
を
抱
え
て
次
々
と
や
っ
て
来
る
老
若
男
女
を

「
其
次
は
誰
じ
や
」
の
一
声
で
迎
え
つ
つ
、
矢
継
ぎ
早
に
解
決
し
て
い
く
。
た
だ

し
、
売
卜
先
生
は
い
た
ず
ら
に
筮
竹
に
運
命
を
委
ね
る
易
者
で
は
な
い
。
最
初
に

先
生
の
も
と
を
訪
れ
た
女
性
が
、
器
量
は
良
い
が
生
計
を
立
て
る
に
難
の
あ
る
男

か
器
量
に
難
が
あ
る
が
質
素
倹
約
を
守
る
男
の
い
ず
れ
に
嫁
ぐ
か
占
っ
て
欲
し
い

貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
喜
多
村
江
南
軒
『
人
相
小

鑑
大
全
』
は
、
中
国
由
来
の
和
刻
本
を
除
け
ば
、
我
が
国
史
上
初
の
漢
字
仮

名
交
り
の
整
版
本
観
相
書
で
あ
る
。

日
本
の
観
相
学
史
上
重
要
な
書
物
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
近
世
文
芸
に
も
少

な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
は
こ
れ
ま
で
翻
刻
が
そ

な
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
人
相
小
鑑
大
全
』
全
四
巻
の
内

巻
一
〜
二
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

観
相
書
、
ほ
く
ろ
、
版
本

〔
抄

録
〕
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と
相
談
す
る
と
、
先
生
は
親
の
考
え
を
糺
す
。

「
は
い
親
達
は
、
質
素
な
方
を
望
な
れ
ど
、
私
が
顔
を
見
て
、
縁
の
道
ば
か

り
は
、
押
付
け
ら
れ
ぬ
。
其
方
の
心
次
第
と
有
る
故
に
、
私
も
心
も
迷
ひ
、

占
に
任
す
る
気
。」

翁
目
に
角
立
て
曰
、

「
卜
は
以
て
疑
を
決
す
。
疑
は
ざ
る
に
何
ぞ
卜
せ
ん
。
同
じ
路みち
二
筋
有
つ
て
、

問
ふ
人
も
無
く
、
知
ら
ざ
る
と
き
は
、
卜うらなう
て
天
に
任
す
。
一
筋
道
に
卜ぼく
は

入
ら
ぬ
。
此
縁
組
に
畳
算
も
入
る
物

。
縁
の
道
ば
か
り
は
押
付
け
ら
れ
ぬ

な
ど
ゝ
は
、
親
達
も
親
達
、
育そだてが
悪
い
。

後
略

」
１
）

売
卜
先
生
は
、「
卜うらなう
」
ま
で
も
な
く
、
親
の
指
示
通
り
に
質
素
倹
約
を
旨
と

す
る
男
の
方
と
縁
組
を
結
び
、
親
孝
行
せ
よ
と
、
こ
の
後
告
げ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
易
者
は
、
非
科
学
的
な
扱
い
を
受
け
た
ど
こ
ろ
か
庶
民
に
敬

慕
さ
れ
る
知
識
人
で
あ
っ
た
。

近
世
の
文
芸
作
品
中
に
お
い
て
も
占
術
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
近
年

で
は
再
検
討
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
上
田
秋
成
『
雨
月

物
語
』（
安
永
五
・
一
七
七
六
年
刊
）
巻
之
三
「
吉
備
津
の
釜
」
は
、
正
太
郎
と

磯
良
の
婚
姻
が
吉
備
津
神
社
の
釜
占
い
と
陰
陽
師
の
占
い
と
が
的
中
し
て
破
綻
す

る
章
段
で
あ
る
が
、
近
衞
典
子
氏
に
よ
り
、
中
西
敬
房
『
夢む
卜ぼく
輯しゆう
要よう
指し
南なん
』（
宝

暦
四
・
一
七
五
四
年
序
）
中
の
「
屋
宅
諸
怪
占
」
の
記
事
が
、
磯
良
が
正
太
郎
を

襲
撃
す
る
場
面
で
発
せ
ら
れ
る
不
思
議
な
光
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る２

）

。
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
占
術
書
が

文
学
作
品
を
解
釈
が
明
ら
か
に
な
る
源
泉
と
な
る
可
能
性
は
こ
の
一
例
に
と
ど
ま

ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
近
世
の
観
相
書
に
も
注
目
が
集
ま
り
は
じ
め
て

い
る
。「
観
相
」
と
は
、「
人
の
身
体
・
容
貌
・
声
・
気
色
を
観
察
し
て
、
そ
の
性

質
・
禍
福
を
見
通
す
こ
と
」

３
）

を
指
す
。
古
く
は
中
国
の
春
秋
時
代
に
遡
及
さ
れ
る

人
相
見
に
関
連
す
る
書
物
は
江
戸
時
代
の
初
期
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

刊
行
の
実
態
が
青
山
英
正
氏
の
研
究４

）

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

二
、『
人
相
小
鑑
大
全
』
の
概
要
と
文
学
作
品
へ
の
影
響

青
山
氏
稿
「
近
世
日
本
観
相
書
版
本
目
録
」

５
）

に
よ
る
と
、
陳
希
夷
伝
・
袁
柳
荘

訂
『
神
相
全
編
』
の
和
刻
本
が
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
九
月
に
刊
行
を
み
た
の

が
、
観
相
書
版
本
の
端
緒
で
あ
る
。
浅
井
了
意
『
安
倍
晴
明
物
語
』（
寛
文
二

（
一
六
六
二
）
年
正
月
刊
）「
人
相
巻
上
・
下
」（
巻
六
〜
七
）
の
人
相
見
の
記
事

の
大
半
は
『
神
相
全
編
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
そ
な
わ
る６

）

。
た
だ

し
、「
人
相
巻
」
は
本
書
の
「
お
ま
け
」

７
）

に
過
ぎ
ず
、
作
品
全
体
は
観
相
書
を
内

容
と
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
寛
永
頃
（
一
六
二
四

四
五
年
）
に
古
活
字

版
で
刊
行
さ
れ
た
『
人
相
経
』
を
除
け
ば
、
本
稿
で
紹
介
す
る
貞
享
元
（
一
六
八

四
）
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
人
相
小
鑑
大
全
』
は
、
史
上
初
の
整
版
本
観
相
書

で
あ
る
。

そ
の
多
く
を
『
神
相
全
編
』
に
拠
っ
て
い
る
『
安
倍
晴
明
物
語
』「
人
相
巻
」

に
対
し
、『
人
相
小
鑑
大
全
』
は
別
系
統
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
前
者
が
「
人
面
十
相
」
と
し
て
「
大
貴
人
・
富
祐
・
弥ひ
寿じゆ
・
貧
賤
・

夭よう
しやく・

暴
悪
・
孤
独
・
薄
俗
・
盗
賊
・
婦
人
」
の
十
相
を
掲
げ
る
の
に
対
し
、

後
者
は
「
人
相
八
相
之
圖
論
」
と
し
て
「
厚
相
・
威
相
・
清
相
・
古
相
・
孤
相
・

四
〇

『
人
相
小
鑑
大
全
』（
上
）
巻
一
〜
巻
二

浜
田
泰
彦
・
河
戸
愛
実
）



薄
相
・
悪
相
・
俗
相
」
の
八
相
が
掲
げ
ら
れ
る
。
頭
部
に
関
す
る
記
載
も
共
通
点

は
見
い
だ
せ
る
も
の
の
、
相
違
点
も
多
い
。

●
『
安
倍
晴
明
物
語
』
巻
下
「
一

頭かうべ
部のぶ
」

頭かうべは
、
一
身
の
尊
に
し
て
、
百
骸がい
の
長つかさ
た
り
。
諸
陽
の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ

割
書
略

五
行
の
宗あつ
ま
る
と
こ
ろ

割
書
略

一
身
の
う
へ
に
は
、
高
き

と
こ
ろ
あ
り
て
、
天
の
徳
を
か
た
と
れ
り
。
此
故
に
骨
ゆ
た
か
に
立
て
、
中

高
に
み
ゆ
る
を
も
つ
て
、
頭
の
よ
き
形
と
名
づ
く
。
頭
の
皮
厚
き
は
、
衣ゑ
食じき

と
も
し
か
ら
ず
。
皮
う
す
き
は
貧びん
窮ぐう
な
り
。
頭
に
肉
角
あ
る
は
、
大
富
貴
の

相
な
り

割
書
略

耳
の
後
に
骨
あ
る
を
、
寿
骨
と
名
づ
く
、
此
骨
た
か
く

立
た
る
は
命
な
が
く
、
陥
をちいりた

る
は
命
み
じ
か
し
。

８
）

●
『
人
相
小
鑑
大
全
』
巻
二
「
頭づの
論ろんならびに
髪かみびん
の
相そう
論ろん
」

頭
は
一
身
の
尊そん
。
百ひやく
骸がい
の
長ちやう
五ご
行ぎやう
の
宗むね
た
り
。
高たかき
に
居きよ
し
て
。
ま
と
か
に

天
の
徳とく
を
。
つ
か
さ
ど
る
と
い
へ
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
そ
の
ほ
ね
。
ゆ
た
か

に
し
て
。
明
あきらかな

る
は
命
な
が
し
。
中
ゆ
た
か
に
。
皮かは
あ
つ
く
。
中
た
か
き
は
。

貴
な
り
。
頂
いたゞ
きの

中
だ
か
に
。
ひ
か
り
あ
る
は
。
貴
人
な
り
。
落おち
入いり
て
皮かは
う

す
き
は
。
貧ひん
賤せん
に
し
て
短たん
命めい
な
り
。
額ひたいの
中
に
肉にく
。
こ
ぶ
の
ご
と
く
に
あ
る

は
。
大だい
貴き
人にん
。
出しゆつ家け
な
れ
ば
。
天
下
の
能のう
僧そう
た
り
。
當その
時かみ
百ひやく
丈ぢやう
禅ぜん
師じ
の
法はつ

子す
。
黄おふ
檗ばく
禅
師
は
身み
の
長たけ
七
尺
あ
り
て
。
額ひたいに
角つのゝ
ご
と
く
に
。
肉にく
出いで
た
り
。

是これ
圓ゑん
珠じゆ
と
い
ふ
て
。
貴き
相そう
な
り
。
い
た
だ
き
右みぎのの
方ほう
へ
落おち
入
た
る
は
。
母はゝ
を

そ
ん
ず
。
左ひだりの
か
た
へ
。
お
ち
入
た
る
は
。
父
を
そ
ん
ず
。
耳みゝ
の
う
し
ろ
に
。

ほ
ね
あ
り
。
名なづけて
。
寿じゆ
骨こつ
と
い
ふ
。
そ
の
ほ
ね
た
か
く
成
た
る
は
。
命
な
が

し
。
落おち
入
た
る
は
。
命
み
ぢ
か
し
。

両
作
品
と
も
に
論
旨
は
似
通
う
が
、『
安
倍
晴
明
物
語
』
の
方
が
簡
潔
で
あ
る
。

と
は
い
え
、『
人
相
小
鑑
大
全
』
が
『
安
倍
晴
明
物
語
』
の
本
文
を
参
照
に
し
た

と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

『
人
相
小
鑑
大
全
』
の
著
者
「
喜
多
村
氏
江
南
軒
」
及
び
序
者
「
難
波
散
人
」

に
つ
い
て
は
、
詳
細
不
明
。
貞
享
元
（
一
六
八
四
）
年
八
月
刊
。
初
版
は
大
坂
敦

賀
屋
九
兵
衛
単
独
版
で
あ
っ
た
が
、
後
印
本
で
は
江
戸
山
崎
金
兵
衛
と
の
相
版
と

な
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
刊
記
に
修
訂
は
加
わ
っ
た
が
、

版
木
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
本
書
の
影
印
を
紹
介
し
た
『
江
戸
庶

民
文
庫
』
７
所
収
小
泉
吉
永
氏
所
蔵
本
は
敦
賀
屋
単
独
版
だ
が９

）

、
本
稿
で
翻
刻
紹

介
す
る
相
版
の
本
文
版
面
と
カ
ス
レ
や
匡
郭
の
欠
け
目
ま
で
一
致
す
る
か
ら
で
あ

る
。観

相
書
の
記
述
の
文
学
作
品
へ
の
波
及
あ
る
い
は
反
映
に
つ
い
て
は
、
青
山
氏

の
論
考10

）

に
京
伝
の
黄
表
紙
作
品
の
パ
ロ
デ
ィ
に
至
る
ま
で
例
示
さ
れ
て
い
る
。

『
人
相
小
鑑
大
全
』
に
絞
れ
ば
、
そ
の
刊
行
時
は
井
原
西
鶴
が
浮
世
草
子
作
品
を

相
次
い
で
発
表
し
た
時
期
に
該
当
す
る
。
た
と
え
ば
、『
武
家
義
理
物
語
』（
貞
享

五
・
一
六
八
八
年
二
月
刊
）「
黒
子
は
昔
の
面
影
」（
巻
一
ノ
二
）
に
お
い
て
、
明

智
十
兵
衛
（
後
の
光
秀
）
が
十
一
歳
の
時
に
婚
約
し
た
近
江
国
沢
山
の
某
氏
の
姉

娘
が
不
幸
に
も
疱
瘡
を
患
い
容
貌
が
醜
く
な
っ
た
た
め
に
、
妹
娘
が
代
わ
り
に
嫁

入
り
す
る
が
、
そ
れ
を
見
破
っ
た
の
は
十
兵
衛
が
幼
い
頃
に
見
た
黒
子
の
記
憶
で

あ
っ
た
。「
咎
む
る
程
に
は
あ
ら
ぬ
黒
子
一
つ
」
が
「
耳
の
ほ
と
り
」

11
）

に
あ
っ
た

の
を
覚
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
十
兵
衛
の
視
線
を
感
じ
た
妹
は
身
代
わ
り
を
告
白

し
、
十
兵
衛
は
約
束
通
り
姉
を
迎
え
る
。
そ
の
姉
は
「
武
道
の
油
断
を
さ
せ
」
な

い
賢
女
で
、
十
兵
衛
の
出
世
を
助
け
た
と
結
ば
れ
る
章
段
で
あ
る
が
、
何
故
十
兵

衛
が
「
耳
の
ほ
と
り
」
の
黒
子
を
気
に
留
め
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、『
人
相
小
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鑑
大
全
』
に
よ
る
と
、
そ
の
位
置
の
黒
子
が
「
男なん
女
と
も
に
。
両りやうの
耳みゝ
に
あ
る
は

そう
明めい
に
し
て
知ち
恵ゑ
ふ
か
し
」
と
「
聡
明
」
や
「
知
恵
」
に
関
わ
る
か
ら
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
同
書
「
女
人
面
痣
之
圖
」（
巻
二
・
十
七
ウ
）
の
向
か
っ

て
右
側
の
耳
の
近
く
の
ホ
ク
ロ
に
は
「
敬
夫
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
姉
が
十
兵
衛

に
軍
略
上
の
忠
言
を
加
え
て
甲
斐
甲
斐
し
く
仕
え
た
姿
に
通
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
西
鶴
が
『
人
相
小
鑑
大
全
』
を
実
際
に
読
ん
だ
か
否
か
は
証
明
が
で

き
な
い
ゆ
え
、
憶
測
に
と
ど
ま
る
ほ
か
な
い
が
、
観
相
書
で
の
認
識
が
広
く
普
及

し
て
い
た
一
例
と
も
な
り
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
代
は
や
や
下
っ
て
、
江

島
其
磧
『
世
間
娘
気
質
』（
享
保
二
・
一
七
一
七
年
八
月
刊
）「
男
を
尻
に
敷しき
金がね
の

威
光
娘
」（
巻
一
ノ
一
）
で
は
、「
見
る
物
魂
を
う
し
な
」
う
ほ
ど
の
器
量
よ
し
で

あ
っ
た
室
町
の
呉
服
屋
の
娘
が
新
町
の
酒
屋
に
嫁
ぐ
の
だ
が
、
乳
離
れ
を
し
て
お

ら
ず
破
談
に
な
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
そ
の
彼
女
は
「
三
十
二
相
打
そ
ろ
ふ
た

る
美
人
微
塵
疵きず
気け
の
な
ひ
様
子
」

12
）

で
、
先
の
十
兵
衛
の
妻
と
対
照
的
に
、
ホ
ク
ロ

一
つ
な
い
完
全
な
美
形
が
か
え
っ
て
災
い
し
た
と
の
認
識
が
持
た
れ
て
い
た
と
も

解
し
う
る
。

浮
世
草
子
作
品
に
お
け
る
人
相
の
描
写
は
勿
論
、
右
の
例
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
影
印
紹
介
は
な
さ
れ
て
い
た
も
の
の
本
書
は
未
だ
翻
刻
が
な

い
。
本
誌
の
み
な
ら
ず
広
く
ｗ
ｅ
ｂ
で
公
開
す
る
こ
と
で
、
文
学
研
究
と
の
相
乗

効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）引
用
は
、
芳
賀
登
監
修
『
日
本
道
徳
教
育
叢
書
』
第
３
巻
（
二
〇
〇
一
年
・
日
本

図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
拠
る
。

２
）近
衞
典
子
「『
雨
月
物
語
』
の
当
代
性
｜
夢
占
と
鎮
宅
護
符
｜
」（『
上
田
秋
成
新

考

く
せ
者
の
文
学
』
二
〇
一
六
年
・
ぺ
り
か
ん
社
）。

３
）相
田
満
「
観
相
を
め
ぐ
る
言
説
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
118
号

二
〇
〇
九
年
一

月
）。

４
）青
山
英
正
「
古
典
知
と
し
て
の
近
世
観
相
学
｜
こ
の
不
思
議
な
る
身
体
の
解
釈

学
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
第
155
号

二
〇
一
二
年
七
月
）、
同
氏
「
近
世
日
本
観
相

書
版
本
目
録
」（『
明
星
大
学
研
究
紀
要

人
文
学
部
・
日
本
文
学
科
』
第
二
十
一

号

二
〇
一
三
年
三
月
）。

５
）
４
）同
稿
。

６
）和
田
恭
幸
「『
安
倍
晴
明
物
語
』
の
世
界
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
67
巻
６

号

二
〇
〇
二
年
六
月
）。

７
）
６
）同
稿
。

８
）引
用
は
、『
仮
名
草
子
集
成
』
第
一
巻
（
一
九
八
〇
年
・
東
京
堂
出
版
）
に
拠
る
。

９
）『
江
戸
庶
民
文
庫
』
７
（
二
〇
一
二
年
・
大
空
社
）。

10
）
４
）同
稿
。

11
）引
用
は
、
広
嶋
進
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
69
（
二
〇
〇
〇
年
・

小
学
館
）
に
拠
る
。

12
）引
用
は
、
長
谷
川
強
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
78
（
一
九
八
九
年
・
岩
波

書
店
）
に
拠
る
。

三
、『
人
相
小
鑑
大
全
』
翻
刻

翻
刻
底
本
と
し
た
浜
田
架
蔵
本
の
書
誌
事
項
を
以
下
に
掲
げ
る
。

【
書
誌
】

表
紙
・
書
型

藍
色
無
地
。
二
二
・
六
×
一
六
・

一
糎
（
替
表
紙
）。
半
紙
本
三

巻
合
一
冊
。

題

後
補
題

無
枠
「
人
相
小
鏡
大
全

完
」（
墨
書
）。
一
七
・
九
×

三
・

四
二

『
人
相
小
鑑
大
全
』（
上
）
巻
一
〜
巻
二

浜
田
泰
彦
・
河
戸
愛
実
）



三
糎
。

版
心

「
序

一
」、「
人
相
小
鑑
目
録
上

二
」、「
人
相
小
鑑
巻
一
（
〜
九
、
十

ノ
十
五
、
十
六
〜
十
九
）」、「
人
相
小
鑑
巻
二

一
（
〜
十
九
）」、「
人
相

小
鑑
目
録
中

一
」、「
人
相
小
鑑
巻
三

二
（
〜
二
十
）」、「
人
相
小
鑑

目
録
下

一
」、「
人
相
小
鑑
巻
四

二
（
〜
十
五
）」。

紙
数

全
六
八
丁
（
遊
紙
〇
）。

行
数

序
文
半
丁
十
行
、
本
文
半
丁
十
二
行
。

刊
記

（
巻
四
・
十
五
ウ
に
）「
貞
享
元
甲
子
歳
仲
秋
上
旬
╱
書
林
╱
江
戸
山
崎
金

兵
衛
╱
大
坂
敦
賀
屋
九
兵
衛
」。

【
翻
刻
凡
例
】

一
、
浜
田
架
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

一
、
漢
字
の
旧
字
・
異
体
字
・
俗
字
は
、
原
則
と
し
て
、
底
本
の
字
体
に
従
っ
た
。

一
、
清
濁
・
振
仮
名
は
底
本
に
従
っ
た
。
句
点
は
底
本
に
従
っ
た
が
、
読
み
や
す

さ
の
便
を
図
っ
て
適
宜
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
左
訓
は
該
当
す
る
箇
所
に
続

け
て
（

）
に
示
し
た
。

一
、
底
本
の
丁
移
り
は
「
』（
二
オ
）」
の
よ
う
に
示
し
た
。

一
、『
江
戸
庶
民
文
庫
』
７
所
収
本
に
よ
り
、
校
合
を
行
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

【
翻
刻
】

人
相
小
鑑
大
全
序

そ
れ
人
の
そ
う
が
ふ
を
見
る
に
。
先まづ
ほ
ね
す
ぢ
の
肥ひ
痩そう
五ご
行ぎやう
三
停てい
之の
長ちょう
短たん
の
計はかり。

面めん
部ぶ
の
盈
ゑき

を
察さつ
し
眉ひ
目もく
の
清せい
秀しう
。
神しん
氣き
の
。
栄ゑい
枯こ
を
看み
手しゆ
足そく
之の
厚こう
薄はく
を
取
。
鬚ひげ

髪かみ
の
疎そ
濁しよく
身しん
材ざい
之の
長ちょう
短たん
を
量はかり。
五ご
官くわん
の
な
す
事
有ある
を
考かんが
へ
。
五ご
岳がく
之の
き

朝ちょう
と
倉そう

庫こ
の
豊ほう
満まん
陰ゐん
陽やう
の
盛せい
衰すい
を
見み
。
又
威い
と
儀き
之の
有う
無む
を
計はかり。
形けい
容よふ
之の
敦とん
厚かう
辨べん
じ
。
氣き

色しよく
之の
喜き
滞たい
を
か
ん
が
へ
。
體たい
と
膚ふ
之
細さい
じ

。
頭づ
之の
方ほふ
員いん
頂
いたゝ
き

之の
平へい
きやう

骨ほね
之の
貴き
賤せん

骨こつ
肉にく
之
せ
い
り
う
氣
の
短たん
促そく
声こゑ
の
』（
一
オ
）
響ひゞき
心しん
田でん
之の
好かう
夕せき
。
な
ら
ひ
に
部ほう
位い

流る
年ねん
に
よ
つ
て
。
骨こっ
格かく
形ぎやう
局きよくを
し
て
。
断ことはり
時とき
に
随
したがつて

趨う
□

奉ふ
し
家いへ
に
傳
つたふるに

か
く

る
事
あ
る
べ
か
ら
ず
。
只たゞ
星せい
宿しゅく

貴
貧
賤
壽じゅ
夭よう
窮きう
通つう
栄ゑい
枯こ
得とく
失しつ
流る
年ねん
の
体たい
咎く
に

お
ゐ
て
備つぶさ
に
皆
週しう
蜜みつ
な
れ
ば
。
人
を
相そう
す
る
所ところ
萬まん
に
一
失しつ
な
し
。
学がく
者しゃ
又
よ
ろ

し
く
。
詳
つまびらかに

し
て
。
真しん
妙めう
を
推を
し
も
と
む
へ
き
者
也
。
時
而
天
和
四
甲
子

孟
春

日
難
波
散
人
書
』（
一
ウ
）

人
相
小
鑑
大
全
目
録
巻
上

▲
十
二
宮きう
五
官くわん圖つ
論ろん
之
事

▲
五
嶽がく
圖
論
之
事

▲
四
学がく
堂だう
圖
論
之
事

▲
八
学がく
堂
圖
論
之
事

▲
六
府ふ
三
才さい
三
停てい
之
事

▲
人にん
面めんそう
論ろん

三
相さう
所しよ
主しゆ
之
事

巻
之
二
目
録

▲
人
面
六
曜よう
五
星せい
之
事
』（
二
オ
）

▲
頭づ
之
相さう
論ろん
之
事

吉
凶
之
圖

▲
髪かみ
之
論ろん
之
事

善ぜん
悪あく
見み
様やう

▲
頚くひ
之
相さう
論ろん

吉
凶
之
事

▲
八
相さう
之
論

ふう
貴き
貧ひん
賤ひん
之
事

▲
同
八
相さう
之
圖づ
之
事

▲
額ひたい之
論

善
悪
見
様
之
事

▲
面めん
紋もん
善ぜん
悪あく
論ろん
之
事

四
三

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
三
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）



▲
枕しん
骨こつ
善
悪
論
之
事

▲
痣
之
善
悪
論
同
圖づ
相さう
論ろん
之
事
』（
二
ウ
）

人
相
小
鑑
巻
之
一

ニ

一
生
善
悪
見
様
之
事

喜
多
村
氏
江
南
軒
述

十
二
官
之
論

▲
第
一
命めい
宮きう
。
両りやう
の
眉まゆ
の
間あいだ
な
り
。
光くわう
明めう
あ
り
て
か
ゞ
み
を
見
る
ご
と
く
な
る

は
。
が
く
も
ん
あ
り
て
。
智ち
恵
ふ
か
し
。
又
た
い
ら
か
成
は
。
ふ
く
と
く
あ
り
て
。

命いのちな
か
し
。
両りやう
方ほう
の
目め
す
ゞ
を
は
り
た
る
ご
と
く
に
。
ふ
ん
み
や
う
成
る
は
。

か
し
こ
く
し
て
。
心
た
ん
き
な
り
。
額ひたいの
ひ
ら
き
た
る
は
。
心
や
さ
し
く
ふう

貴き
に

し
て
。
よ
ろ
ず
に
よ
し
。
額

中

ひたいのなか
ひ
き
ゝ
は
。
さ
だ
ま
り
て
。
貧ひん
寒かん
な
り
と
し
る

べ
し
。
又
ひ
た
い
に
川かは
と
い
ふ
。
文もん
字し
あ
る
は
。
親おや
か
う
〳
〵
の
人
な
る
べ
し
。

▲
第
二
財さい
帛はく
と
は
鼻はな
を
い
ふ
。
く
ら
い
財ざい
星せい
な
り
と
い
へ
り
。
鼻はな
ひ
き
ゝ
處ところを
ろ

ん
ず
。
し
か
れ
ば
は
な
の
あ
い
だ
。
目め
と
見
合
て
相そう
應おふ
せ
ざ
る
は
貧ひん
賤せん
に
し
て
思

ひ
事
あ
り
。
よ
く
相
應
し
て
。』（
三
ウ
）
ゆ
た
か
な
る
は
。
ふ
う
き
な
り
。
鼻はな
の

あ
い
だ
。
ひ
ろ
き
は
。
さ
き
に
仕
合
し
あ
ひ

よ
く
。
後のち
に
ま
づ
し
き
な
り
。
さ
る
の
は
な

の
ご
と
く
な
る
は
。
ひ
ん
に
し
て
。
思
事
た
へ
ず
。
色いろ
あ
か
き
も
。
心
ち
い
さ
く

お
も
ふ
事
か
な
は
ず
。
は
な
の
か
く
成
る
は
。
住ぢう
所しよ
さ
だ
ま
ら
ず
。
色いろ
の
く
ろ
き

は
。
お
や
の
跡あと
し
き
を
と
ら
ず
。
た
と
へ
ば
す
こ
し
あ
り
て
も
。
う
し
な
ふ
な
り
。

つ
ゝ
し
み
て
よ
し
。

▲
第
三
兄けい
弟てい
と
は
。
両りやうの
ま
ゆ
を
ろ
ん
ず
。
眉まゆ
な
が
く
し
て
。
目め
を
す
ぐ
る
は
。

き
や
う
だ
い
三
人
あ
れ
ど
も
。
不
縁
ふ
ゑ
ん

な
り
。
其
身
の
仕
合
は
。
よ
く
思
ふ
事
も
。

か
な
ふ
。
兄あに
な
ら
ば
弟
を
あ
は
れ
む
べ
し
。
ま
ゆ
三
ケ
月

み
か
づ
き

の
ご
と
く
な
る
は
。
心

ゆ
た
か
に
し
て
。
学がく
者しや
と
な
る
。
此
人
は
出しゆつ家け
の
ゑ
ん
あ
り
て
。
か
い
ぎ
や
う
を

た
も
つ
。
眉まゆ
の
か
し
ら
あ
が
り
た
る
は
。
心
を
ふ
ど
う
に
し
て
。
口く
舌ぜつ
を
こ
の

む
。』（
四
オ
）
ま
ゆ
の
い
ろ
あ
か
き
は
。
ち
ゝ
は
ゝ
に
も
。
は
や
く
は
な
れ
。
子こ

に
も
。
ゑ
ん
う
す
し
。
但たゞし
女
な
ら
ば
。
男
に
ゑ
ん
な
し
。
ま
ゆ
毛げ
う
す
き
は
。

他た
國こく
の
商
あきない

又
は
奉ほう
公こう
を
。
の
ぞ
み
て
吉
。
又
ま
ゆ
の
短
みじかくの

び
ざ
る
は
。
命
み
ぢ

か
し
。
長ながく
ゆ
た
か
な
る
は
。
ふう

貴き
に
て
長ちやう
命めい
な
り
。
ま
ゆ
ほ
そ
き
は
。
心
け
ん

ど
ん
な
り
。
つ
ね
に
観くはん
音をん
の
信しん
す
べ
し
。

▲
第
四
田でん
宅たく
と
は
。
位くらい
両りやう
の
ま
な
こ
を
い
へ
り
。
目
の
内
あ
か
く
し
て
。
あ
ざ

や
か
な
る
は
。
親おや
の
ゆ
づ
り
の
財ざい
宝ほう
を
。
中ちう
年ねん
に
う
し
な
い
。
お
い
て
苦く
労ろう
す
べ

し
。
眼まなこう
る
し
を
ぬ
り
た
る
ご
と
く
な
る
人
は
仕
合
も
よ
く
。
思
ふ
事
か
な
ひ
て
。

心
の
ま
ゝ
成
べ
し
。
め
と
ま
ゆ
の
あ
い
だ
の
あ
き
た
る
人
は
。
貴
たつとくし

て
義き
あ
り
て
。

知ち
行ぎやう
を
取とり
高かう
名みやう
す
べ
し
。
眼
の
ま
は
り
あ
か
き
人
は
。
病やまひ
た
へ
ず
。
目め
の
内
く

ろ
く
あ
ざ
や
か
な
る
は
。
心
す
な
を
に
し
て
。
な
さ
け
ふ
か
し
。
さ
り
な
が
ら
』

（
四
ウ
）
住ぢう
所しよ
さ
だ
ま
ら
ず
。
眼まなこき
よ
く
。
分
明
な
る
人
は
学
文
あ
り
て
。
忠ちう
信しん

(三オ)

四
四

『
人
相
小
鑑
大
全
』（
上
）
巻
一
〜
巻
二

浜
田
泰
彦
・
河
戸
愛
実
）



あ
り
。
出しゆつ家け
武ぶ
家け
は
い
よ
〳
〵
よ
し
。
眼
出で
た
る
人
は
。
父ふ
母ぼ
の
ゆ
づ
り
の
金
銀

う
し
な
ふ
て
孝かう
行こう
に
な
し
。
武
家
な
れ
ば
。
け
ん
く
わ
な
ど
を
し
て
。
死し
す
べ
し
。

女
は
産さん
の
道
に
き
づ
か
い
あ
り
。
出
家
は
く
る
し
か
ら
ず
。
つ
ね
に
よ
く
。
佛
を

念
じ
神
を
ま
つ
る
べ
し
。

▲
第
五
男なん
女によ
と
は
。
両
方
の
ま
な
こ
の
下
を
い
ふ
。
是
を
涙るい
堂だう
共
い
ふ
。
平
たいらかに

う

る
は
し
き
人
は
。
福ふく
徳とく
あ
り
て
子し
孫そん
繁はん
昌じやう
す
べ
し
。
目
の
ふ
ち
あ
つ
き
は
。
婬いん

欲よく
ふ
か
し
。
よ
く
慎
つゝ
しみて

よ
し
。
る
い
だ
う
ひ
き
ゝ
人
は
。
貧ひん
賤せん
な
り
。
又
る
い
だ

う
に
ほ
く
ろ
あ
る
は
。
年
お
い
て
。
く
ろ
ふ
あ
り
。
男
女
共
に
。
観くわん
音おん
不ふ
動どう
を

信しん
ず
べ
し
。
又
た
い
ら
か
な
る
は
。
仕
合
よ
く
思
ふ
事
か
な
ふ
。
眼
の
下
に
。
臣卜ふす

と
い
ふ
文
字
の
あ
る
は
貴
たつとき

子
を
も
つ
。
則
すなはち

出
家
に
な
し
て
。
よ
し
。
天
下
に
一

人
』（
五
オ
）
の
知ち
識しき
と
な
る
。
又
在ざい
家け
に
て
も
。
ゐ
ん
よ
く
を
つ
ゝ
し
め
ば
。

智ち
恵ゑ
ふ
か
く
仕
合
よ
し
。
又
へ
ら
に
て
そ
ひ
だ
ご
と
く
な
る
は
。
親
に
不ふ
孝かう
な
り
。

是
も
兄
弟
に
ゑ
ん
な
し
。

▲
第
六
奴ぬ
僕ぼく
と
は
。おとがいの
両
脇わき
を
い
ふ
。
ま
る
く
ふ
く
や
か
な
る
は
。
仕
合
よ
し
。

さ
り
な
が
ら
。
能よく
口
を
た
ゝ
く
人
な
り
。
男
女
共
に
。
口
ゆ
へ
そ
ん
し
つ
あ
り
。

年
よ
り
て
は
。
い
よ
〳
〵
よ
し
。
口くち
四
の
字じ
の
ご
と
く
成
は
。
ふう

貴き
に
し
て
。
学

文
あ
り
。
つ
ゐ
に
位くらいに
の
ぼ
る
べ
し
。おとがい。
と
が
り
た
る
は
。
貧ひん
賤せん
に
し
て
。
心

に
徳とく
あ
り
。
色いろ
黄き
な
る
は
。
下
人
牛ぎう
馬ば
に
。
ゑ
ん
な
し
。
白しろくく
ろ
き
人
は
。
あ
ひ

き
や
う
あ
り
て
。
ふ
く
と
く
あ
り
。おとがいゆ
た
か
成
は
。
命
な
が
し
。

▲
第
七
妻さい
妾しやう
と
は
。
眼まなこ
の
す
こ
し
脇わき
。
た
ゝ
か
ほ
の
上うへ
を
い
ふ
。
是
を
奸かん
門もん
と

も
い
ふ
。
ひ
か
り
あ
り
て
う
る
は
し
き
は

貴
に
し
て
。
命
』（
五
ウ
）
な
が
し
。

な
ん
に
よ
と
も
に
。
夫ふ
妻さい
に
ゑ
ん
ふ
か
く
。
福
徳
あ
る
べ
し
。
古こ
人
云
。
お
と
こ

な
れ
ば
。
妻
を
と
り
て
。
金
銀
財ざい
帛はく
家
に
盈みち
。
お
ん
な
な
れ
ば
く
ら
ひ
な
く
し
て

も
。
四し
徳とく
あ
る
男
に
そ
ふ
べ
し
。
奸かん
門もん
ふ
か
く
お
ち
入
た
る
は
。
男
女
共
に
。
夫ふう

婦ふ
の
ゑ
ん
さ
い
〳
〵
。
か
わ
る
べ
し
。
目
の
わ
き
大おほ
き
な
る
は
。
か
な
ら
ず
。
年

よ
り
て
悪あしく死し
す
。
女
な
れ
ば
産さん
の
道
に
て
。
命
あ
や
う
し
。
か
ん
も
ん
あ
か
く
黄き

成
は
。
知ち
恵ゑ
ふ
か
し
。
さ
り
な
が
ら
婬いん
欲よく
ふ
か
く
し
て
。
あ
し
ゝ
。
奸かん
門もん
分
明
に

う
る
は
し
き
は
。
男
は
よ
き
女
を
も
ち
。
女
も
よ
き
男
に
そ
ふ
。
惣そう
じ
て
。
男
女

と
も
に
。
面おもて
満まん
月げつ
の
ご
と
く
成
は
。
子
に
大だい
名めう
か
又
は
天
下
に
名
あ
る
出
家
を

持
。
お
も
て
あ
か
き
は
。
男
女
と
も
に
。
口く
舌ぜつ
あ
り
。
黒こく
白びゃく
（
く
ろ
く
し
ろ
き
）

な
る
は
。
愁うれいお
ほ
し
。
う
す
ぐ
れ
な
ひ
の
ご
と
く
。
す
こ
し
黄き
な
る
は
。
な
ん
に

よ
と
も
に
。
ふ
う
き
に
て
命
な
が
し
。』（
六
オ
）

▲
第
八
疾しつ
厄やく
と
は
。
両
の
ま
ゆ
の
。
あ
ひ
だ
の
下した
の
ひ
き
ゝ
所
を
い
ふ
。
是
を
な

づ
け
て
。
命めい
宮きう
と
い
ふ
。
ゆ
た
か
に
し
て
満みち
た
る
は
。
福
徳
有
て
。
知
恵
さ
い
か

く
也
。
貴き
人
な
ら
ば
学かく
文もん
あ
り
て
能のう
書じよ
な
り
。
明
あきらかに

光ひかりあ
る
は
。
命
な
が
く
。
五

福ふく
と
も
に
そ
な
は
り
て
よ
し
。
さ
れ
ど
も
中
年
よ
り
前まへ
に
病やまいあ
り
。
心
す
る
ど
な

れ
ば
。
命
お
わ
る
ま
で
。
苦く
労ろう
た
へ
ず
。
氣き
だ
て
そ
う
〴
〵
し
く
て
。
さ
だ
ま
ら

ざ
る
也
。
平
たいらかに

光ひかりあ
る
は
。
災
わざはひな

く
。
福
徳
も
あ
り
。
但たゞし親
に
早はやくは
な
れ
兄
弟
に

は
縁ゑん
有
。

▲
第
九
遷せん
移い
と
は
。
ま
ゆ
の
角かど
也
。
な
づ
け
て
天てん
倉そう
と
い
ふ
。
明
あきらかに

光
あ
り
て
。

う
す
か
う
ば
い
色
な
る
は
。
う
れ
い
な
く
。
福
徳
あ
り
。
又
た
い
ら
か
な
る
は
。

年
よ
り
て
。
親しん
類るい
の
跡あと
し
き
を
取
落おち
入
た
る
は
。
年とし
老おひ
て
思
ふ
事
か
な
は
ず
。
ま

ゆ
と
ひ
と
つ
に
成
た
る
は
。
主しゆ
人じん
貴き
人
の
。
氣き
に
い
ら
ず
。
女
は
男
に
ゑ
ん
な
し
。

天てん
倉そう
に
角かど
』（
六
ウ
）
あ
る
は
命

短
みぢかし。

明
あきらかに

う
る
は
し
き
は
。
他た
國こく
あ
き
な
ひ
し

て
よ
し
。
古
郷
こきやう

は
。
相そう
應おふ
せ
ず
。
天てん
倉そう
ひ
き
ゝ
は
た
び
へ
出
て
。
馬むま
舩ふね
の
上
を

慎つゝ
しむべ

し
。
色いろ
青あを
き
は
。
ぬ
す
人
に
お
ふ
て
。
財ざい
宝ほう
を
う
し
な
ふ
。
つ
ね
に
心
に

四
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氣き
づ
か
ひ
た
へ
ず
。
色
う
す
ぐ
れ
な
ひ
の
ご
と
く
に
て
。
ゆ
た
か
な
る
は
。
福
徳

あ
り
て
。
喜
事
よろこび

お
ほ
し
。
此
段
は
口く
傳てん
あ
り
。
次
の
巻
の
眉まゆ
の
部ぶ
を
見み
合あはせ
知
る

べ
し
。

▲
第
十
官くはん
禄ろく
と
は
。
上かみ
額ひたいを
い
ふ
。
此
所
た
か
く
し
て
。
角つの
い
た
ゞ
き
た
る
ご

と
く
成
は
。
貧ひん
賤せん
な
り
。
又
落おち
入
た
る
ご
と
く
見みゆ
る
は
。
心
に
と
く
あ
り
て
。
口く

舌せつ
た
へ
ず
。
思
ふ
事
お
ほ
し
。
平
たいらかに

し
て
。
た
と
へ
ば
か
ん
な
に
て
け
づ
り
た
る

ご
と
き
は
。
男
女
共
に
き
う
せ
ん
に
か
ゝ
り
て
死し
す
。
よ
く
〳
〵
つ
ゝ
し
み
て
。

信しん
心〳

〵

の
お
こ
し
て
よ
し
。
心
入
れ
に
よ
り
て
。
難なん
を
の
が
る
べ
し
。
圓まろくし
て
。
玉

を
見
る
ご
と
く
に
て
。
ひ
だ
り
へ
』（
七
オ
）
よ
り
て
。
ち
い
さ
き
痣ほくろ
あ
る
は
。

ふう
貴き
に
て
命
な
が
し
。
色いろ
青あお
き
は
。
う
れ
ひ
あ
り
。
あ
か
き
は
。
口く
舌ぜつ
た
へ
ず
。

う
す
あ
か
く
。
ゆ
た
か
に
ひ
か
り
あ
る
は
。

貴
に
し
て
。
親
に
孝かう
行こう
な
り
。

▲
第
十
一
福ふく
徳とく
と
は
。
両
の
眼まなこの
上うへ
。
わ
き
の
か
た
を
い
ふ
。
た
ひ
ら
か
に
し
て
。

ま
ゆ
の
は
へ
か
ゝ
り
た
る
は
。

貴
な
り
。
き
わ
め
て
。
く
ぼ
き
は
。
貧ひん
賤せん
な
り
。

ま
ゆ
よ
り
た
か
く
。
角つの
の
こ
と
く
に
み
ゆ
る
は
。
心

短
みちかくし

て
。
ぬ
す
み
の
心
あ

り
。
福ふく
人
な
ら
ば
。
う
そ
を
つ
き
。
下
人
に
ゑ
ん
な
し
。
子
に
悪あく
人
あ
り
と
し
る

べ
し
。
眼まなこの
き
は
。
う
つ
く
し
き
は
。
心
ざ
し
ふ
か
く
。
出しゆつ家け
を
う
や
ま
ひ
。
信しん

心〳
〵

の
人
な
り
。
眼
の
う
へ
よ
り
。
ま
ゆ
の
中
ま
で
。
青
す
ぢ
有
は
。
愚おろかに
し
て
。

一
生しやう
や
ま
ひ
た
へ
ず
。
色いろ
あ
か
き
は
。
つ
ね
に
酒しゆ
宴ゑん
ゆ
ふ
き
や
う
を
こ
の
む
。

う
す
ぐ
れ
な
ひ
の
ご
と
く
し
か
も
赤あかくな
き
は
こ
と
の
外
よ
し
。

▲
第
十
二
相そう
貌ばう
と
は
。
五ご
嶽がく
と
い
ふ
て
。
面おもて
に
五
つ
。
大
事じ
の
相そう
あ
り
。』（
七

ウ
）
五
つ
と
も
具ぐ
足そく
し
た
る
を
。
貴き
相そう
と
い
ふ
。
此
人
は
福ふく
徳とく
圓ゑん
満まん
に
し
て
。
そ

う
め
い
な
り
。
三
停てい
と
い
ふ
て
。
三
つ
の
相そう
あ
り
。
三
停
の
事
は
次つぎ
に
見
へ
た
り
。

〇
五
嶽がく
と
は
。
一
つ
に
東とう
嶽がく
左ひだり
の
。
ほ
さ
き
の
事
。
二
つ
に
西さい
嶽がく
は
右みぎ
の
ほ
さ

き
。
三
つ
に
南なん
嶽がく
と
は
額ひたい。
四
つ
に
中ちう
嶽がく
は
両りやう
方ほう
の
ま
な
こ
の
間あいだ。
は
な
の
う

へ
ひ
き
ゝ
所ところ。
五
つ
に
北ほく
嶽がく
と
は
お
と
が
ひ
。
是
五
つ
の
大
事
也
。
相そう
を
見み
る
に
。

ま
つ
五
嶽
を
見み
。
次つぎ
に
二
停
を
見み
る
。
ほ
ね
あ
ら
は
成
は
。
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
五

嶽
三
停
の
色いろ
。
う
す
か
ふ
ば
い
の
ご
と
く
成
は
。

貴
に
し
て
。
親おや
に
孝かう
行〳

〵

な
り
。

五
嶽
三
停
相そう
應おふ
し
た
る
は
。
父
母
ふ
ぼ
の

命
な
が
し
。
其その
身み
も
知ち
恵ゑ
ふ
か
く
。
し
や
は
せ

よ
し
。
色
黒こく
白びやく
（
く
ろ
く
し
ろ
し
）
に
し
て
。
相
應
せ
ざ
る
は
。
父
母
の
命
み

ぢ
か
く
。
其
身み
も
や
ま
ひ
お
ほ
く
。
愚ぐ
痴ち
な
り
。
十
二
宮きう
。
五
官ぐはん。
五
嶽がく
。
三
停

の
か
た
ち
。
な
き
人
は
。
悪あく
人
に
し
て
。
天
下
の
法ほう
を
や
ぶ
り
。
親おや
に
。
ふ
か

う
』（
八
オ
）
に
て
。
あ
し
き
名な
を
と
り
。
身み
を
ほ
ろ
ぼ
す
な
り
。

▲
貴き
賤せん
見み
様やう
の
事

そ
れ
人
の
貴き
賤せん
は
。
頭づ
（
か
し
ら
）
と
眼まなこと
二
つ
を
持もつ
て
。
た
ひ
す
う
と
し
て
見

る
。
ま
つ
。
か
し
ら
の
ま
ろ
き
と
。
角かく
な
る
と
を
見み
。
次つぎ
に
ま
な
こ
の
黒こく
白びやく
を

見み
る
べ
し
。
さ
て
か
し
ら
の
ま
ろ
き
は
貴
たつときな

り
。
目め
分ふん
明みやう
（
あ
き
ら
か
）
な
る

は
。
慈ぢ
悲ひ
ふ
か
く
。
仕
合
も
よ
し
。
眼まなこの
玉たま
い
で
ゝ
人
を
見
る
に
に
ら
む
ご
と
き

は
あ
く
心
あ
り
て
。
人
を
ね
た
む
。
中
年
す
ぎ
て
。
仕し
合
あ
し
く
。
惣そう
じ
て
ま
な

こ
の
色いろ
青あを
き
は
。
口く
舌ぜつ
あ
り
て
。
や
ま
ひ
た
へ
ず
。
目め
の
ま
は
り
。
う
す
ぐ
れ
な

ひ
の
ご
と
き
は
よ
し
。
黒くろ
き
は
。
お
ろ
か
に
し
て
。
命
み
ぢ
か
し
。
眼まなこの
下
に
。

肉にく
な
く
落おち
入いり
た
る
は
。
大おほ
き
に
わ
ろ
し
。
身
こ
ゑ
て
。
額ひたいち
い
さ
く
。
眼
ほ
そ
き

は
。
病やまい
た
へ
ず
。
口く
舌ぜつ
お
ほ
し
。
次つぎ
の
巻くはん
ま
き
）
眼まなこ
の
部ぶ
に

審
つまびらかな

り
。』（
八

ウ
）
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▲
四し
学かく
堂だう
論ろん

▲
第
一
学がく
堂だう
と
は
。
眼まなこの
事
な
り
。
な
が
く
し
て
。
清きよくす
ゞ
や
か
な
る
は
。

貴

に
し
て
。
く
ら
ひ
た
か
し
。
町
人
は
愛あい
敬きやうあ
り
て
仕
合
よ
し
。

▲
第
二
禄ろく
学がく
堂
は
。
額ひたいの
事
な
り
。
ひ
ろ
く
な
が
き
は
。
ふ
う
き
に
し
て
。
命
な

が
し
。
せ
ば
く
。
み
ぢ
か
き
は
。
貧ひん
賤せん
な
り
。

▲
第
三
内だい
学がく
堂だう
と
は
。
上うへ
下した
の
歯は
を
い
ふ
。
か
た
く
大おほ
ひ
に
し
て
。
よ
く
。
そ
ろ

ひ
た
る
は
よ
し
。
武ぶ
家け
は
。
忠
信しん
あ
り
。
出いで
入いり
あ
り
て
む
か
ふ
ば
。
外ほか
へ
そ
り
た

る
は
。
下け
賤せん
の
相
な
り
。
歯は
の
色
黄き
な
る
は
能よく
い
つ
わ
り
を
い
ふ
。
人
な
る
べ
し
。

▲
第
四
外け
学がく
堂だう
と
は
耳みゝ
よ
り
壱
寸
ま
へ
を
い
ふ
。
ゆ
た
か
に
し
て
光くはう
明みやうあ
る
は
。

貴
に
し
て
。
知ち
恵ゑ
ふ
か
し
。
又
く
ぼ
く
な
り
て
。
色
青あを
黒くろ
な
る
は
。
貧ひん
寒かん
に
し

て
。
愚ぐ
痴ち
な
り
。
た
か
き
は
た
ん
き
。』（
九
ウ
）
に
て
。
ゐ
ん
よ
く
ふ
か
し
。

つ
ゝ
し
む
べ
し
。

▲
八
学
堂
論

▲
第
一
高こう
明めい
部ぶ
学がく
堂たう
と
は
。
額ひたいの
事
な
り
。
ま
ろ
く
し
て
平
たいらかな

る
は
よ
し
。
あ
る

ひ
は
。
異い
相
の
あ
る
は
。
一
げ
い
あ
る
な
り
。

▲
第
二
高こう
廣くはう
部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
高こう
明めい
の
下した
也
。
あ
き
ら
か
に
見
ゆ
る
は
。
心
き
よ

く
。

貴
な
り
。
出しゆつ家け
武ぶ
家け
は
。
い
よ
〳
〵
よ
し
。

▲
第
三
光くはう
大だい
部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
高こう
廣くはう部ぶ
の
下した
也
。
平
に
し
て
。
明
あきらか

成
は
よ
し
。

▲
第
四
明めい
秀しう
部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
眼まなこの
下
な
り
。
黒くろ
き
は
病
お
ほ
し
。
口
舌
く
ぜ
つ

あ
り
。
上うへ

の
ふ
ち
あ
つ
き
は
。
婬いん
欲よく
ふ
か
し
。
豊ゆたか成
は
。

貴
な
り
。

▲
第
五
そう

明めい
部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
両
の
耳
な
り
。
あ
つ
く
大おほ
き
な
る
は
よ
し
。
う
す
く

ち
ひ
さ
く
黒くろ
き
は
。
皆みな
貧ひん
賤せん
の
相
な
り
。
次
の
巻
耳
の
部ぶ
に
。
く
わ
し
く
見みへ
た

り
。』（
十
ノ
十
五
オ
）

▲
第
六
忠ちう
信しん
部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
鼻はな
の
上うへ
下した
口
ひ
る
を
い
ふ
。
う
す
き
は
男
女
共
に
言
ことば

多おほ
し
。
あ
つ
く
そ
り
た
る
は
下
賤せん
に
て
貧ひん
寒かん
□

﹇
カ
ス
レ
﹈

。
鼻はな
と
口
と
両
の
間
。
ひ
ろ
く

脇わき
へ
開ひらきた
る
は
。

貴
に
し
て
。
知ち
恵ゑ
あ
り
。

▲
第
七
廣くはう
徳とく
部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
口
び
る
の
下した
お
と
か
ひ
の
。
す
こ
し
う
え
な
り
。

是
ま
で
舌した
と
ゞ
き
た
る
は
。

貴
に
し
て
。
智ち
ゑ
有
。
短
みじかきは

わ
ろ
し
。

▲
第
八
班はんじゆん部ぶ
学がく
堂だう
と
は
。
両
の
眉まゆ
の
上うへ
也
。
ま
へ
の
兄けい
弟てい
の
部ぶ
に
。
審
つまびらかに

べ

ん
ず
る
な
り
。
よ
く
見
合
みあわせ

し
る
べ
し
。

右
四し
学がく
堂だう
八
学
堂
は
。
是
皆
人にん
面めん
の
名な
な
り
。
一
々
是
に
合あひ
た
る
は
よ
し
。

此
相
を
具ぐ
足そく
せ
ざ
る
者
は
下
賤せん
也
。
鼻はな
の
上うへ
あ
か
き
は
苦く
労ろう
た
へ
ず
。
此
内

の
相
皆とがり
た
る
は
悪あし
し
。
上かみ
高こう
明めい
よ
り
。
下しも
廣くはう
徳とく
部ぶ
に
至
る
ま
で
。
相そう
應おふ

し
た
る
を
。

貴
の
相
と
す
。
是
に
は
口
傳
あ
り
。
よ
く
次
の
下
の
巻
と
見

合
て
相
す
べ
し
。』（
十
ノ
十
五
丁
ウ
）

(九オ)
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▲
六
府ふ
三
才さい
三
停てい
之の
圖づ
論ろん

六
府
と
は
。
先まづ
両りやうの
ほ
ふ
ぼ
ね
也
。
是
を
くはん

骨こつ
と
い
ふ
。
両りやう
方ほう
の
お
と
が
い
是

を
い

骨こつ
と
い
ふ
。
両りやう
の
眉まゆ
の
上うえ
是
を
天てん
倉そう
と
い
ふ
。
此
六
と
こ
ろ
な
り
。
古と
人じん

云いはく
上かみ
の
二
府ふ
は
両りやうの
天てん
倉そう
を
い
ふ
。
中なか
の
二
府ふ
は
両
の
くはん

骨こつ
を
い
ふ
。
下
二
府ふ

は
両
の
い

骨こつ
を
い
ふ
。
六
府ふ
は
此
六
つ
を
い
ふ
な
り
。
秘ひ
訣けつ
に
い
わ
く
。
天てん
倉そう
の

ゆ
た
か
な
る
は
。
ふう

貴き
に
し
て
。
親おや
に
孝かう
行こう
に
て
。
兄きやう
弟だい
に
縁ゑん
あ
り
。
せ
ば
く

短みちかきは
下げ
賤せん
の
相そう
な
り
。
天
倉そう
と
耳みゝ
と
の
あ
い
だ
。
遠とおき
は
よ
し
。
ち
か
き
は
貧ひん
賤せん

な
り
。
又
ほ
う
ぼ
ね
の
た
か
き
は
下げ
賤せん
な
り
。
と
が
り
た
る
は
心
じ
や
け
ん
と
し

る
べ
し
。
分ふん
明みやう
に
ゆ
た
か
な
る
は
福ふく
徳とく
あ
り
て
知ち
恵ゑ
ふ
か
し
。
い
こ
つ
。
く
ほ

く
成
て
。
み
ぢ
か
き
は
お
も
ふ
事
か
な
は
ず
苦く
労ろう
お
ほ
し
。
な
が
く
ゆ
た
か
に
面
おもて

の
色いろ
う
す
か
ふ
ば
い
の
ご
と
く
成
は
福ふく
徳とく
圓ゑん
満まん
に
て
命いのち
な
が
く
思
事
な
く
心
豊ゆたか

也
。』（
十
六
ウ
）

▲
三
才
三
停
論

三
才さい
と
は
。
一
に
額ひたいを
天てん
と
い
ふ
。
二
に
鼻はな
を
人
と
い
ふ
。おとかいを
。
地ち
と
い
ふ
。

是
て
ん
じ
ん
ち
の
三
才
な
り
。
額ひたいひ
ろ
く
し
て
。
圓まろきは
よ
し
。
鼻はな
の
あ
い
だ
。
す

こ
し
な
か
き
は
寿じゆ
命みやう
な
が
し
。おとがいの
間あいだ
せ
ば
き
は
よ
し
。とがり
た
る
は
悪あく
相さう
。
よ

く
上うへ
下した
相そう
應おふ
し
た
る
は
よ
し
。

三
停てい
と
は
。
一
に
額ひたい
を
上じやう
停てい
と
い
ふ
。
二
に
鼻はな
を
中ちう
停てい
と
い
ふ
。おとがいを
下げ
停てい
と

い
ふ
。
是
三
て
い
な
り
。
じ
や
う
て
い
な
が
き
は
。
そう

明めい
に
て
福ふく
徳とく
あ
り
。
ち
う

て
い
な
が
き
は
。
貴き
人にん
に
て
思
ひ
事
な
し
。
下
停
な
が
き
は
。
一
生しやう
半はん
吉きち
な
り
。

右
三
停
同おなじ
か
ら
ぬ
は
。
貧ひん
賤せん
也
。
じ
や
う
て
い
高たか
き
は
。
学
文
す
る
に
よ
し
。

中
停
み
ぢ
か
き
は
。
中
年ねん
に
病やまいあ
り
て
命いのちあ
や
う
し
。
下
停
ゆ
た
か
に
ひ
か
り
あ

る
は
。
し
ん
る
い
と
中なか
よ
く
。
田てん
地ぢ
を
も
ち
て
仕
合
よ
し
。
さ
り
な
が
ら
。
子こ
』

（
十
七
オ
）
に
ゑ
ん
う
す
し
。
やう

子し
す
べ
し
。

三
相そうの
所しよ
主じゆ

身み
に
三
相そう
あ
り
。
頌じゆ
を
も
つ
て
。
し
め
す
心
を
付
て
。
見
る
べ
し
。

頌

云

しゆにいわく

額

初

主

ひたいとがるははじめつかさとる

災
わざわいを

鼻

歪

中

はなゆかめはなかどころ主

逆
ぎゃくを

欲
ほつせば

知しると
晩
景
事

ばんけいのじを

地
閣
ぢ
か
く

喜よろこぶ

方

高

まさにたかきことを

三
柱ちうの頌

頭
為

かしらをし
壽
柱

じゆちうと

鼻
為
はなをし

柱

りやうちうと

足
為
あしをす

棟と
□

柱ちうと

身
三
停
論
相

身み
の
三
停
を
。
分わかつに
。
ま
づ
頭かしらを
上
停てい
と
す
。
身
こ
へ
て
。
せ
い
ひ
き
ゝ
人
の
頭
かしら

大
き
く
長なが
き
は
少
年
の
内
。
福
徳
あ
り
。
中
年
す
ぎ
て
よ
り
。
貧ひん
苦く
あ
り
。
身
の

な
が
く
大
き
に
し
て
頭
の
短
みぢかく

小ちひさ』（
十
七
ウ
）
な
る
者もの
は
。
一
生しやう
貧ひん
賤せん
な
り
。

肩かた
よ
り
腰こし
を
中
停
と
す
。
間あいだな
が
き
は
。
福
徳
あ
り
て
。
命
な
が
し
。
腰こし
ふ
と
く

し
て
。
座ざ
す
る
と
き
身み
も
腰
も
う
ご
く
は
貧
賤
に
し
て
。
み
ぢ
か
し
。
腰こし
よ
り
足

(十六オ)

四
八

『
人
相
小
鑑
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全
』（
上
）
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二
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泰
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）



を
下
停
と
い
ふ
。
上
停
と
中
停
と
同
じ
か
ら
ず
し
て
。
な
が
き
は
病やまいあ
り
て
。
口く

舌ぜつ
た
へ
ず
。
上
中
下
の
三
停てい
。
長ちやう
大だい
短たん
小しやうひ
と
し
か
ら
ず
は
。
短たん
命めい
の
人
な
り
。

一
身しん
の
三
停てい
皆みな
相さう
應おふ
し
た
る
は
。
男なん
女
共
に
形かたちう
つ
く
し
く
。
福
徳
あ
り
。
古こ
人じん

云いわく
此
段だん
の
相さう
す
る
に
上
停
長ながき
は
よ
し
。
下
停
な
が
ふ
し
て
。
身
の
う
す
き
は
。

貧ひん
賤
な
り
。
他た
國こく
の
す
ま
ひ
。
舩ふね
の
上
の
商
あきないを

の
ぞ
み
て
よ
し
。
身
み
ぢ
か
く
。

脚あし
な
が
き
は
。
一
生しやう
流る
浪ろう
す
。
上かみ
長ながく
下しも

短
みぢかきは

よ
し
。
上
短
下
長
き
は
下
賤
な

り
。
惣
じ
て
身み
乾かわきか
れ
た
る
は
。
貧
に
し
て
。
命
み
ぢ
か
く
身しん
躰だい
さ
い
〳
〵
か
わ

る
べ
し
。
上
中
な
が
く
』（
十
八
オ
）
下しも
短
は

貴
に
て
よ
し
。

人にん
面めん
之の
そう

論ろん

人
の
相さう
は
ま
づ
面めん
部ぶ
を
本もと
と
す
。
面おもてす
な
を
に
し
て
。
ゆ
た
か
な
る
は
よ
し
。
一

身しん
の
と
く
し
つ
を
面
に
あ
ら
は
す
な
り
。
か
る
が
ゆ
ゑ
に
。
五ご
嶽がく
三
停てい
も
み
な
人

面
の
好こう
相さう
な
り
。
お
も
て
色いろ
う
す
ぐ
れ
な
ひ
の
ご
と
く
に
て
分ふん
明みやう
成なる
を

貴
の

相
と
す
。
面
な
の
め
な
ら
ず
。
傾
かたむき

側
そばたちかけ

陥くぼみ
た
る
四
相さう
は
貧
賤
の
二
相
な
り
。

か
る
が
ゆ
へ
に
。
面おもて
の
色いろ
白しろく
し
て
に
ご
り
。
油あぶら
の
ご
と
く
。
又
う
る
し
の
色
の

ご
と
く
ひ
か
り
あ
る
は
。

貴
な
り
。
お
も
て
の
色いろ
赤あかく
に
わ
か
に
火
の
ご
と
く

成
は
命いのち
短
みぢかくと

ん
し
す
る
相
な
り
。
面おもて
色
か
れ
寒かん
氣き
な
ら
ざ
る
に
さ
む
く
。
見
ゆ

る
は
。
貧ひん
下かの
相さう
也
。
面
の
色
あ
を
く
あ
ひ
の
ご
と
く
見
ゆ
る
は
。
心
に
毒どく
あ
り
て
。

人
を
そ
こ
な
ふ
べ
し
。
面おもて
に
三
拳けん
』（
十
八
ウ
）
と
て
。
角かど
た
つ
て
。
か
ゞ
み
た

る
ご
と
く
。
見
ゆ
る
は
。
男
は
妻さい
子し
を
害がい
す
。
女
は
男
を
さ
ま
た
ぐ
る
。
男
女
共
ニ

よ
く
つ
ゝ
し
み
て
大
信しん
心〳

〵

の
お
こ
し
。
一
代だい
の
ま
も
り
本ほん
尊ぞん
を
た
つ
と
み
て
吉
。

面おもて
満まん
月げつ
の
ご
と
く
。
き
よ
く
ゆ
た
か
な
る
を
。
名な
付づけ
て
朝てう
霞
面
か
め
ん

と
い
ふ
。
男
な

ら
ば
。
公く
家げ
武ぶ
家け
か
。
町
人
な
ら
ば
。
庄
屋
年とし
寄より
か
。
な
に
に
て
も
。
物
の
か
し

ら
と
成なる
相さう
。
女
は
美び
人じん
に
て
。
公く
家げ
大だい
人じん
に
つ
か
へ
て
。
貴き
人にん
の
妻さい
と
成なる
。
前ぜん

生じやうに
三
宝ぼう
を
供く
養やう
し
。
人
に
善ぜん
根ごん
な
し
た
る
因いん
縁ねん
ゆ
へ
。
此
世
に
も
。
な
を
〳
〵

信しん
心〳

〵

ふ
か
く
。
心
す
な
を
な
り
。
お
も
て
。
皮かは
あ
つ
く
う
る
を
ひ
あ
る
は

貴
な

り
。
か
わ
う
す
く
か
わ
き
た
る
は
。
貧
な
り
。
身
こ
へ
て
お
も
て
の
痩やせ
た
る
は
。

命いのちな
が
く
。
生うま
れ
性じやうし
づ
か
に
し
て
。
物
に
さ
わ
か
ず
。
ゆ
ふ
〳
〵
た
り
。
身み
や

せ
て
。
お
も
て
こ
へ
た
る
人
』（
十
九
ウ
）
は
。
命
み
ぢ
か
し
。
お
も
て
の
色いろ
白
しろく

身み
黒くろ
き
は
。
下げ
賤せん
な
り
。
お
も
て
く
ろ
く
身み
白しろきは
。
貴き
人
の
相
に
て
仕
合
よ
く
病
やまい

も
な
し
。
お
も
て
う
り
ざ
ね
な
り
し
た
る
は
。

貴
に
て
。
ゑ
ひ
ぐ
わ
の
相
な
り
。

お
も
て
。
少
あ
お
く
瓜うり
の
さ
ね
の
こ
と
き
は
。
か
し
こ
き
相
。
お
も
て
。
な
が
ふ

し
て
し
か
く
に
。
上
下
と
が
り
て
。
棗なつめの
実さね
の
こ
と
き
は
。
貧
賤
な
り
。
ほ
ふ
ぼ

ね
に
。
寿じゆ
と
い
ふ
。
文もん
字じ
あ
り
て
。
耳みゝ
に
入
た
る
は
。

貴
に
し
て
命
な
が
し
。

びん
た
か
く
せ
ば
き
は
。
孤
みなしごと

な
り
て
。
苦く
労ろう
あ
り
。
お
と
が
ひ
開ひらきた
る
は
。
福ふく
徳とく

あ
り
て
。
人
に
う
や
ま
は
る
ゝ
。
上
下
あ
ぎ
と
の
ほ
ね
大おふきく
ひ
ら
き
て
。
耳みゝ
の
う

し
ろ
に
見
ゆ
る
は
。
心
に
悪
毒どく
あ
り
て
。
人
を
害がい
す
。』（
十
九
ウ
）

人
相
小
鑑
巻
之
二

人にん
面めん
六ろく
曜よう
五ご
星せい
に
當あたる
事

六
曜よう
五
星せい
に
。
あ
た
る
と
は
。
頭づ
は
火くは
星せい
。
鼻はな
は
土ど
星せい
。
左ひだりの
ま
ゆ
は
羅ら
ご

。
右

の
ま
ゆ
は
。
計けい
都と
。
口くち
は
水すい
星せい
。
左ひたりの
眼まなこは
。
大たい
陽やう
。
右
眼
。
は
。
大
陰ゐん
。
左ひだりの

耳みゝ
は
。
金こん
星せい
。
右
の
耳みゝ
は
。
木もく
星せい
。
ま
ゆ
の
中
を
紫し
せう

。
山さん
根こん
を
月けつはい
（
ほ
し
）。

こ
れ
を
六
曜
五
星
と
い
ふ
。
〇
鼻はな
ば
し
ら
。
た
か
き
人
は
。

貴
に
し
て
。
位くらいあ

り
。
面おもてす
く
や
か
に
見
ゆ
る
は
。
中
年
に
心
に
思
事
あ
り
。
お
と
が
ひ
。
ま
ろ
く

ゆ
た
か
成
は
。
田てん
宅たく
お
ほ
く
持もつ
。
額ひたいひ
ろ
く
た
ひ
ら
か
成
は
。
子し
孫そん
繁はん
昌じやう
な
り
。

又
云
面おもてあ
ら
く
身み
ほ
そ
き
は
。
福ふく
人じん
な
り
。
面おもて
ほ
そ
く
身み
あ
ら
き
は
。
一
生しやう
貧ひん

髪かみ
げ
に
。
油あぶらけ
な
く
こ
わ
き
は
。
一
生しやう義ぎ
な
く
慈じ
悲ひ
な
し
。
能よく
慎
つゝ
しみて

よ
し
。
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頭づの
論ろんならびに
髪かみびん
の
相そう
論ろん
』（
一
オ
）

頭
は
一
身
の
尊そん
。
百ひやく
骸がい
の
長ちやう
五ご
行ぎやう
の
宗むね
た
り
。
高たかき
に
居きよ
し
て
。
ま
と
か
に
天
の

徳とく
を
。
つ
か
さ
ど
る
と
い
へ
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
そ
の
ほ
ね
。
ゆ
た
か
に
し
て
。

明あきらかな
る
は
命
な
が
し
。
中
ゆ
た
か
に
。
皮かは
あ
つ
く
。
中
た
か
き
は
。

貴
な
り
。

頂いたゞ
きの

中
だ
か
に
。
ひ
か
り
あ
る
は
。
貴
人
な
り
。
落おち
入いり
て
皮かは
う
す
き
は
。
貧ひん
賤せん

に
し
て
短たん
命めい
な
り
。
額ひたいの
中
に
肉にく
。
こ
ぶ
の
ご
と
く
に
あ
る
は
。
大だい
貴き
人にん
。
出しゆつ家け

な
れ
ば
。
天
下
の
能のう
僧そう
た
り
。
當その
時かみ
百ひやく
丈ぢやう
禅ぜん
師じ
の
法はつ
子す
。
黄おふ
檗ばく
禅
師
は
身み
の
長たけ

七
尺
あ
り
て
。
額ひたいに
角つのゝ
ご
と
く
に
。
肉にく
出いで
た
り
。
是これ
圓ゑん
珠じゆ
と
い
ふ
て
。
貴き
相そう
な
り
。

い
た
だ
き
右みぎのの
方ほう
へ
落おち
入
た
る
は
。
母はゝ
を
そ
ん
ず
。
左ひだりの
か
た
へ
。
お
ち
入
た
る

は
。
父
を
そ
ん
ず
。
耳みゝ
の
う
し
ろ
に
。
ほ
ね
あ
り
。
名なづけて
。
寿じゆ
骨こつ
と
い
ふ
。
そ
の

ほ
ね
た
か
く
成
た
る
は
。
命
な
が
し
。
落おち
入
た
る
は
。
命
み
ぢ
か
し
。
大たい
陽やう
の
穴けつ

と
て
。
左ひだりの
眼
の
事
な
り
。
此
大
陽やう
二
骨こつ
あ
る
を
。
名なづけて
扶ふ
桑そう
骨こつ
と
い
ふ
。
耳みゝ
の

う
へ
』（
一
ウ
）
に
あ
る
を
名なづけて
玉ぎよく
楼らう
骨こつ
と
い
ふ
。
二
つ
な
ら
び
て
あ
る
は
。
大

ふう
貴き
の
相そう
な
り
。
又
坐ざ
す
る
時
。
頭かしらう
し
ろ
へ
。
あ
を
の
き
て
。
居きよ
す
る
は
貧ひん
賤せん

の
相そう
。
髪かみ
の
あ
い
だ
た
る
ゝ
は
愚ぐ
に
し
て
。
命
み
ぢ
か
し
。
髪かみ
の
あ
い
だ
高たかきは
。

心
や
わ
ら
か
に
し
て
。
命
な
が
し
。
髪かみ
黒くろく
し
て
。
み
ぢ
か
く
。
う
る
お
ひ
あ
る

は
よ
し
。
か
し
ら
。
ち
い
さ
く
髪かみ
な
が
き
は
。
他た
國こく
に
。
住ぢう
所
す
る
也
。
髪かみ
黄き
に

て
。
こ
が
る
ゝ
ご
と
く
成
は
貧
まづしくて

。
命
み
ぢ
か
し
。
髪
み
ち
か
く
し
て
こ
わ
く
針はり

の
ご
と
く
成
は
。
性しやうつ
よ
う
し
て
。
じ
や
け
ん
な
り
。
又
あ
か
く
み
ぢ
か
き
は
。

た
ん
命めい
。
か
し
ら
。
ち
い
さ
く
。
く
び
な
が
く
。
髪かみ
耳みゝ
ま
で
は
へ
か
ゝ
る
は
。
み

な
貧ひん
賤せん
の
相そう
に
て
。
老おいて
う
へ
に
お
よ
び
死し
す
べ
し
。
髪かみ
若じやく
年ねん
の
内うち
よ
り
。
白しろく
な

る
は
。
悪あしし。
又
お
ゐ
て
二ふた
度たび
黒くろく
な
る
は
。
命
な
が
く
仕
合
よ
し
。
額ひたい
た
い
ら
か

成
は
。
か
な
ら
ず
。

貴
な
り
。
か
し
ら
の
内
に
角つのゝ
ご
と
く
に
あ
る
は
。
心
た
け

く
し
』（
二
オ
）
て
。
仕
合
よ
し
。
う
へ
とがり。

し
た
な
が
き
き
は

（ママ）

。
貧ひん
賤
の
相そう
な

り
。
ひ
た
い
。
下した
へ
た
れ
て
。
ゆ
た
か
な
る
は
。
賢けん
人じん
な
り
。
女
な
ら
ば
。
賢けん
女じよ

に
て
。
び
じ
ん
な
り
。
髪かみ
に
油あぶら氣け
な
く
。
ち
ゞ
み
ま
き
あ
が
り
た
る
は
。
男
女
と

も
に
。
人
を
妨さまたぐ
る
相そう
な
り
。
つ
ゝ
し
み
て
よ
し
。
か
し
ら
の
う
ち
に
旋つじ
あ
り
て

額ひたいに
た
れ
。
頂
いたゞ
きに

あ
り
て
。
つ
じ
多おほ
き
は
男
女
共
に
。
ゐ
ん
よ
く
ふ
か
し
。
つ
ゝ

し
み
て
よ
し
。
〇
人
げ
ん
の
髪かみ
を
山さん
岳がく
の
草そう
木もく
に
。
か
た
ど
る
に
。
其その
草
木
さ
か

ん
な
る
時
は
。
蔽おほて
明
あきらかな

ら
ず
。
う
つ
し
て
。
清きよ
か
ら
ず
。
か
る
か
ゆ
へ
に
。
毛もう

髪はつ
は
蜜みつ
に
し
て
。
ほ
そ
く
み
ぢ
か
く
し
て
。
う
る
を
は
ん
事
を
。
ね
が
ふ
。
黒くろくし

て
色
ひ
か
り
。
や
は
ら
か
に
し
て
。
に
ほ
ひ
よ
き
は
。
み
な

貴
の
相そう
。
髪かみ
の
色いろ

黄き
に
し
て
ち
ゞ
み
た
る
は
。
一
切さい
の
事
に
。
さ
ま
た
げ
を
な
す
。
そ
の
身み
も
一

生しやう
苦く
労ろう
た
へ
ず
。
悪あく
髪はつ
な
り
。
髪
あ
か
き
人
も
。
わ
ざ
わ
ひ
。』（
二
ウ
）
た
へ

ず
。
髪かみ
あ
ら
く
こ
わ
き
は
。
性しやうつ
よ
ふ
し
て
。
慈じ
悲ひ
心しん
な
し
。
む
す
ぼ
ふ
れ
て
。

あ
し
き
香か
の
あ
る
は
。
貧
賤
の
相
な
り
。
ひげ

の
な
き
人
も
。
毒どく
心しん
あ
り
思
事
も
た

へ
ず
。
髪かみ
ひ
た
い
に
は
へ
か
ゝ
り
。
た
る
は
男
女
と
も
に
。
母はゝ
を
さ
ま
た
げ
妻さい
子し

を
害がい
す
。
か
み
ひ
げ
ば
ら
〳
〵
と
し
て
。
う
る
お
ひ
な
き
人
は
一
し
や
う
食
物
に

と
ぼ
し
き
な
り
。
ひ
げ
か
み
に
。
あ
ぶ
ら
を
つ
け
て
も
。
水
を
付
て
も
は
や
く
か

わ
く
は
苦く
労ろう
た
へ
ず
。
か
み
に
う
る
お
ひ
あ
り
て
。
ほ
そ
き
は
男
女
と
も
に
く
ら

ひ
あ
り
。
又
黒くろく
や
は
ら
に
糸いと
の
こ
と
く
成
も
仕
合
よ
し
。
四
十
よ
り
う
ち
に
髪

し
ろ
く
成
る
は
。
血ち
お
と
ろ
ふ
と
い
ふ
。
此
人
は
命
み
ぢ
か
し
。
毛もう
髪はつ
諸しよ
人
の
目

に
。
す
ご
く
見みへ
て
。かはむしの
毛け
の
ご
と
く
成
は
。
子
と
な
り
て
も
。
親おや
に
ふ
か
ふ
。

臣しん
下か
と
な
り
て
も
。
ふ
ち
う
な
り
。
是
あ
く
髪はつ
な
り
。』（
三
オ
）

頚くび
の
相そう
論ろん

頭かしらは
一
心
の
体たい
上かみ
を
棟とう
と
い
ひ
。
下しも
をりやうと
い
ふ
ひ
か
り
有
て
。
ゆ
た
か
な
る
を
。
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貴
と
す
。
肥こへ
た
る
人
。
う
な
じ
短
みぢかきは

。
大
き
に
よ
し
。
痩やせ
た
る
人
の
項うなじ
長ながき
は

よ
し
。
あ
る
ひ
は
な
は
だ
。
な
が
く
し
て
。
つ
る
の
ご
と
く
。
あ
る
ひ
は
又
み
ぢ

か
く
し
て
。
い
の
し
ゝ
の
く
び
の
ご
と
く
。
あ
る
ひ
は
大
き
に
し
て
。
ま
る
木
の

ご
と
く
。
あ
る
ひ
は
小
ちいさくし

て
。
中なか
ふ
と
く
。
う
へ
し
た
ほ
そ
き
は
。
み
な
こ
れ
不ふ

合がう
の
相さう
と
い
ふ
て
。
あ
し
ゝ
。
く
び
の
ま
わ
り
に
。
こ
ぶ
の
ご
と
く
あ
る
は
。
肥こへ

た
る
人
は
わ
ざ
わ
ひ
あ
り
。
や
せ
た
る
人
は
く
る
し
か
ら
ず
。
い
た
ゞ
き
に
す
じ

あ
り
て
。
ほ
そ
き
は
命
な
が
し
。
短
みぢかくし

て
。
ま
へ
に
さ
が
り
た
る
は
。
ふ
く
と
く

あ
り
。
ほ
そ
く
し
て
。
な
が
き
は
き
は
め
て
。
ひ
ん
せ
ん
な
り
。
ま
が
り
た
る
も
。

ひ
ん
く
お
ほ
し
。
じ
ね
ん
に
』（
三
ウ
）
ま
へ
に
。
か
た
む
き
た
る
は
よ
し
。
う

し
ろ
へ
。
の
り
た
る
は
性しやう
弱じやく
（
よ
は
し
）
に
し
て
あ
し
ゝ
。
頚くび
立たつてた
ゞ
し
く
。

す
な
を
な
る
は
。
性しやうた
ゞ
し
う
し
て
。
さ
ひ
わ
ひ
あ
り
。
薄うすく

側
そばたつて

馬むま
の
ご
と
く

成
く
び
の
も
の
は
。
人
に
さ
ま
た
げ
を
な
す
。
む
ま
れ
な
り
。
圓ゑん
ぢやう

（
ま
ろ
く

た
ゝ
み
）
に
し
て
。
こ
ろ
も
の
袖そで
の
ご
と
く
な
る
は
。
ふう

貴き
に
し
て
。
命
な
が
し
。

く
び
ま
が
り
て
。
へ
び
の
ご
と
く
な
る
は
。
心
に
毒どく
あ
く
あ
り
て
。
し
か
も
ま
づ

し
き
な
り
。
ま
と
か
に
な
が
く
。
つ
る
の
く
び
の
ご
と
く
な
る
は
。
心
き
よ
く
し

て
一

生しやう
ひ
ん
な
り
。
さ
れ
ど
も
。
つ
ね
の
貧ひん
に
は
あ
ら
ず
。
こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
。

き
よ
く
ま
も
り
て
。
世よ
を
へ
つ
ら
は
ず
。
も
ろ
こ
し
の
。
伯はく
夷い
叔しゆく
齊せい
の
た
ぐ
ひ

な
り
。
ま
ろ
く
こ
へ
て
。
つ
ば
め
の
ご
と
く
な
る
。
く
び
の
も
の
は
貴き
人
な
り
。

項うなじか
し
ら
よ
り
。
ほ
そ
き
も
の
は
。
ま
ず
し
ふ
し
て
。
た
ん
め
ひ
な
り
。
う
な
じ

た
つ
』（
四
オ
）
て
。
お
も
て
に
そ
う
お
ふ
し
た
る
人
は
。
命
な
か
く
。
清せい
貴き

（
き
よ
く
た
つ
と
み
）
に
し
て
。
賢けん
人じん
の
ご
と
く
な
り
。
こ
へ
た
る
人
う
な
じ
短
みちかく。

や
せ
た
る
人
の
な
が
き
は
。
年とし
を
へ
て
よ
り
。
そ
の
名な
。
よ
も
に
き
こ
へ
て
よ
し
。

此
人
か
な
ら
ず
。
こ
き
や
う
を
さ
り
て
。
わ
れ
と
出しゆつ世せ
し
て
他た
國こく
に
。
住ぢう
居きよ
す
る

な
り
。』（
四
ウ
）

一
云いわく
厚こう
相さう

そ
の
か
た
ち
。
つ
よ
く
し
て
。
福ふく
徳とく
あ
り
。
此

人
は
心
あ
つ
く
。
よ
く
大たい
氣き
に
し
て
。
貴き
人にん
高かう

人
と
ま
じ
わ
り
て
も
。
心こゝろ
少
も
お
く
せ
ず
。

た
と
へ
は
山
の
ご
と
く
。
大
舩せん
の
ご
と
し
。
引ひけ

ど
も
来きたらず
。
う
ご
か
せ
ど
も
。
動どう
ぜ
す
。
老らう
年ねん

に
し
て
な
を
〳
〵
よ
し
。』（
五
オ
・
上
）

二
云いわく威い
相

此
相そう
い
せ
ひ
あ
り
て
。
一
生
人
に
し
た
が
わ
ず

し
て
。
物
の
か
し
ら
と
成
べ
し
。
人
に
う
や
ま

わ
れ
。
お
そ
る
ゝ
な
り
。
人
よ
り
あ
な
ど
ら

る
ゝ
事
な
く
し
て
。
慈じ
悲ひ
ふ
か
く
。
下した
々〳

〵

を

あ
れ
み

﹇
マ
マ
﹈

す
へ
は
ん
じ
や
う
に
て
ゑ
ひ
花ぐは
な
り
。』

（
五
ウ
・
上
）

三
云
清せい
相そう

清せい
と
は
。
心
き
よ
く
。
た
ま
し
ひ
。
た
か
く
ひ

い
で
ゝ
。
ち
り
に
ま
じ
わ
り
て
も
そ
ま
ら
ず
。

た
と
へ
ば
。
玉たま
の
ご
と
く
。
蓮れん
（
は
ち
す
）
の

ご
と
し
。
泥でい
中ちう
（
ど
ろ
の
な
か
）
よ
り
出いで
て
。

泥でい
に
そ
ま
す
。
事
に
の
ぞ
ん
で
過くは
不ふ
及ぎう
な
ら
ず
。

中ちう
を
う
け
た
る
相
。
是これ
聖せい
賢けん
の
相
と
も
。
い
ふ
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べ
し
。』（
六
オ
・
上
）

四
ニ

云
古こ
相そう

古こ
と
は
。
い
や
し
か
ら
ず
し
て
。
心
し
は
く
愚ぐ

痴ち
に
て
。
一
切さい
に
。
き
ず
か
ひ
た
へ
ず
。
物もの
事

に
分ふん
別べつ
し
て
。
し
か
も
。
よ
き
ふ
ん
べ
つ
も
な

く
。
人
よ
り
。
う
と
ま
る
ゝ
相
な
り
。
よ
く

〳
〵
つ
ゝ
し
み
て
。
心
得
べ
し
。』（
六
ウ
・
上
）

五
云
孤こ
相さう

孤こ
と
い
ふ
は
。
仕
合
。
よ
か
ら
ず
。
妻さい
子し
な
く
。

一
生
苦く
労ろう
あ
り
て
。
思おもひ
事ごと
た
ゑ
ず
。
た
と
へ

ば
。
雨あめ
の
中うち
の
鷺さき
。
と
も
を
た
づ
ね
て
。
立た
て

る
が
ご
と
し
。
さ
れ
ど
も
出しゆつ家け
し
て
は
。
み
し
。

大
信しん
心〳

〵

の
お
こ
し
。
観くはん
音おん
不ふ
動とう
を
。
念
ず
べ

し
。』（
七
オ
・
上
）

六
云
薄はく
相

薄はく
と
は
か
た
ち
。
よ
は
く
氣き
よ
は
く
。
心
う
す

く
一

生しやう
あ
や
う
き
事
お
ほ
し
。
た
と
へ
ば
大だい

海かい
の
う
へ
に
。
一
葉よう
（
は
）
を
う
か
べ
た
る
が

ご
と
し
。
よ
く
つ
ゝ
し
み
。
信しん
心〴

〵

す
べ
し
。
舩ふね

の
上うへ
を
心
得
べ
し
。
口く
舌ぜつ
た
ゑ
ず
。
ま
ず
し
き

な
り
。』（
七
ウ
・
上
）

七
云
悪あく
相そう

悪
と
は
。
親おや
に
不ふ
孝かう
に
て
。
つ
ね
に
殺せつ
生しやう
を

好このみ
人
を
害がい
す
。
一
生
心
に
あ
く
じ
を
た
く
み
。

人
を
な
や
ま
す
。
さ
る
に
よ
り
て
。
わ
が
身
も
。

皮
を
や
ぶ
り
。
骨ほね
を
く
だ
き
。
一
身しん
あ
や
う
し
。

よ
く
つ
ゝ
し
む
べ
し
。
是
あ
く
相そう
也
。』（
八

オ
・
上
）

八
云
俗
相

俗ぞく
と
は
。
下げ
賤せん
の
事
也
。
心
に
ご
り
て
清きよ
か
ら

ず
。
い
や
し
き
。
い
と
な
み
を
す
る
相そう
な
り
。

た
と
ひ
衣い
食しよくあ
り
て
も
。
用
る
事
な
ら
ず
。
さ

れ
ど
も
心
は
り
ち
ぎ
成
べ
し
。

右
是これ
八
相
な
り
。
男なん
女によ
と
も
に
此

通とおり
に
見み

分
わかる

に
違ちがいあ
る
べ
か
ら
ず
。
よ
く
〳
〵

考
かんがふべ

し
。』

（
八
ウ
・
上
）

ふく
相

ふく
相そう
と
は
。
か
た
ち
。
あ
つ
く
。
神
たましいや

す
く
。

氣き
き
よ
く
。
音おん
声じやう
わ
う
し
き
に
て
。
項うなじ
大おほひ
に
。

ひ
た
い
た
か
く
。
眼まなこあ
き
ら
か
に
。
ま
ゆ
ひ
ろ

(八ウ・下)(九オ・下)
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く
。
耳みゝ
あ
つ
く
。
唇
くちひるく

れ
な
ひ
に
。
鼻はな
す
ぢ
と
ふ
り
。
面おもてし
か
く
に
。
背せなかあ
つ
く
。

腰こし
た
ゞ
し
ふ
し
て
。
皮かは
う
る
ほ
ひ
。
腹はら
だ
れ
。
歯は
な
み
よ
く
。
色いろ
白しろく
し
て
。
万はん

事じ
豊ゆたか
成なる
は
財ざい
宝ほう
お
ほ
し
。』（
九
オ
・
上
）

貴き
相そう
と
は
。
十
二
宮きう
五ご
官くわん。
四
学がく
堂だう
。
八
学
堂
。
六
府ふ
三
才さい
三
停
。
一
切さいの
相そう
を
。

具く
足そく
し
て
。
心こゝろき
よ
く
。
形かたちゆ
た
か
に
。
声こへ
し
づ
か
に
て
。
慈じ
悲ひ
ふ
か
く
。
心
す

な
を
に
。
身み
お
の
づ
か
ら
香にほひ。
上
停
長ながく。
下
停
み
ぢ
か
く
。
ま
ゆ
の
あ
い
だ
廣ひろく。

ま
な
こ
分ふん
明みやう
に
く
ろ
く
。
は
な
す
ぢ
。
す
な
お
に
し
て
口くち
四し
の
字
の
ご
と
く
。

舌した
な
が
く
。
歯は
を
ふ
き
く
し
て
。
し
ろ
く
。おとがいと
が
ら
ず
。
耳みゝ
大おふ
き
に
し
て
。
あ

つ
く
。
お
も
て
の
色いろ
。
う
す
ぐ
れ
な
ひ
の
ご
と
く
に
て
。
形かたちよ
く
な
も
あ
い
た
る
。

是これ
を
貴き
人
と
も
聖せい
人
と
も
い
ふ
な
り
。

貧ひん
賤せん
の
相そう

貧ひん
賤せん
の
相そう
と
は
。
頭かしらは
。
ち
い
さ
く
。
額ひたいす
ほ
り
。
耳みゝ
う
す
く
。
口くち
ち
い
さ
く
し

て
。
肉にく
ゆ
る
く
。
か
た
ち
い
や
し
く
。
氣き
も
に
ご
り
声こへ
の
ひ
ゞ
き
。
わ
れ
た
る
鐘かね

の
ね
の
ご
と
く
。
ま
ゆ
の
あ
ひ
。
せ
ば
く
』（
十
オ
）
腰こし
お
れ
て
。
せ
な
か
う
す

く
。
脚あし
な
が
く
。
か
た
せ
ま
り
。
物
く
ひ
ね
ず
み
の
く
ろ
ふ
ご
と
く
。
す
ゞ
め
の

は
ら
の
ご
と
く
。
下しも
か
る
く
。
む
な

し
ふ
し
て
。
上かみ
お
も
く
。
む
ね
に
ほ

ね
あ
ら
は
れ
。
お
も
て
な
つ
め
の
さ

ね
の
ご
と
く
。
上うへ
下した
と
が
り
。
口くち
火ひ

を
吹ふく
や
う
に
て
。
歯は
あ
ら
は
れ
。
ま

ゆ
み
じ
か
く
。
乳ちゝ

ち
い
さ
く
。
万
よろず

長ちょう
短たん
に
て
そ
ろ
わ
ぬ
は
。
貧ひん
賤せん
の

相
な
り
。』（
十
ウ
・
上
）

孤こ
苦く
の
相そう
と
は
。
一
生しやうみ
な
し
ご
と
成
て
。
く
ろ
う
た
へ
ず
。
詩し
に
い
わ
く
。
人

孤こ
獨どく
な
る
事
は
。
何なに
に
よ
る
に
。くはん
骨こつ
た
か
く
。
氣き
し
つ
。
せ
ま
り
て
。
和くは
せ

ず
へ
ん
く
つ
に
し
て
。
お
も
て
の
色いろ
こ
が
れ
眉まゆ
す
こ
し
に
て
。
ま
な
こ
に
。
く
ろ

き
所
す
く
な
く
。
い
ろ
あ
か
く
。
鼻はな
の
な
り
。
ひ
ら
た
ふ
し
て
。
あ
な
。
お
ふ
き

く
。
角かど
あ
り
て
。
口くち
せ
ば
く
。
物
く
ろ
う
事
。
い
の
し
ゝ
の
ご
と
く
。
耳みゝ
ち
い
さ

く
し
て
。
う
す
く
。
く
び
う
へ
し
た
。
す
ぼ
り
。
中なか
ふ
と
く
。
肩かた
せ
ば
く
。
身み
の

す
ぢ
あ
ら
は
れ
。
物もの
事ごと
心
に
か
ゝ
り
。
思
事
た
へ
ず
。
み
な
こ
れ
。
孤こ
ど
く
の
相

(九ウ)

(十ウ・下)(十一オ)
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な
り
。
こ
れ
に
は
。
口く
傳でん
あ
り
。
よ
く
〳
〵
。
見み
合あはせて
。
相そう
す
べ
し
。』（
十
一
ウ
）

寿
相

寿じゆ
相そう
と
は
。
命
な
が
き
を
い
ふ
。
詩し

に
い
わ
く
。
ふう

貴き
の
相そう
は
見
や
す
く
。

世よ
に
見
が
た
き
は
寿じゆ
相そう
な
り
。
先まづ
ひ

た
ひ
。
ゆ
た
か
に
し
て
両りやうの
眉まゆ
な
が

く
。
ほ
ふ
ぼ
ね
の
に
く
多おほく。
耳みゝ
の
中

に
毛け
は
へ
眼まなこの
内
す
ゞ
し
く
。
四
十

過すぎ
て
。
眉まゆ
の
毛け
し
ら
が
ま
じ
り
に
。
鼻はな
の
な
り
正
たゞ
しくおとがい

豊ゆたかに
。
歯は
の
色いろ
白しろく。
耳みゝ

大おほ
き
に
三
停てい
能よく
な
れ
あ
ひ
た
る
は
。
是これ
寿じゆ
相そう
也
。』（
十
二
オ
・
上
）

夭よう
相そう

夭よう
相
と
は
。
命
み
ぢ
か
き
を
い
ふ
。

す
こ
し
。
肥こへ
て
氣き
み
ぢ
か
く
。
ひ
た

い
と
が
り
。
眉まゆ
の
あ
い
だ
せ
ば
く
し

て
。
耳みゝ
う
す
く
。
鼻はな
お
ぼ
へ
ず
た
れ
。

鼻
の
中
よ
り
毛け
は
へ
出
て
。
歯は
く
ろ

く
。
う
は
ば
出
て
。
口くち
び
る
そ
り
。

お
と
が
い
み
ぢ
か
く
。
つ
ね
に
か
ほ
に
。
う
れ
ひ
あ
り
て
。
酒さけ
に
ゑ
ひ
た
る
ご
と

く
。
形かたち
に
か
げ
な
く
身み
の
に
く
厚あつく
皮かわ
薄うすく。
の
ん
ど
の
下した
の
骨ほね
上あが
り
た
る
。
是これ
短たん

命めい
也
。』（
十
二
ウ
・
上
）

額がく
部ぶ
の
相そう

人
の
貴き
賤せん
ふく

貧ひん
。
命
の
長ちやう
短たん
を
。
わ
く
る
に
お
も
て
額ひたい
に
あ
ら
わ
れ
ず
と
い
ふ

事
な
し
。
か
る
が
ゆ
へ
に
。
上あげ
て
論ろん
ず
。
玉ぎよく
柱ちう
の
頂
いたゝ
きに

入
た
る
は
。
た
つ
と
き

事
。
天
子
の
く
ら
い
な
り
。
ひ
た
い
ゆ
た
か
に
し
て
。
平
たいらかな

る
は
。
命
な
が
し
。

お
も
て
。
ち
い
さ
く
。
さ
る
の
面おもての
こ
と
ぎ

﹇
マ
マ
﹈

は
。
貧ひんにし
て
。
命
み
ぢ
か
し
。
ひ
た

い
く
ぼ
く
。
落おち
入いり
た
る
は
。
あ
し
ゝ
。
髪かみ
下
へ
は
へ
か
ゝ
り
た
る
は
。
愚ぐ
に
し
て
。

貧ひん
賤せん
な
り
。
か
し
ら
。
ち
い
さ
き
者もの
。
老らふ
し
て
孤こ
苦く
な
り
。
額ひたいお
ふ
き
に
し
て
。

面おもてゆ
た
か
な
る
は
。
年とし
お
ひ
て
よ
し
。』（
十
三
オ
）

痕こん
紋もん
の
圖つ
論ろん

額ひたいの
紋もん
に
。
貴
賤きせんの
二
相さう
あ
り
。
額ひたい
ひ
ろ
く
し
て
。
好こう
紋もん
あ
る
は
。

貴き
な
り
。

額ひたいと
が
り
。
かけ

く
ぼ
み
た
る
は
。
悪あく
紋もん
に
て
。
い
よ
〳
〵
。
貧ひん
賤せん
な
り
。
）））

ゑん
月げつ
の
紋もん
と
い
ふ
て
く
ら
い
の
ぼ
る
紋もん
な
り
。

是これ
懸けん
犀さい
の
紋もん
と
い
ふ
て
。
武ぶ

臣しん
の
紋もん
な
り
。
王
王わう
字じ
の
紋
は
。
神かん
主ぬし
な
ど
に
し
て
よ
し
。

天
桂けい
紋もん
と
い

ふ
て
代だい
官くわん
な
ど
に
。
な
る
な
り
。

鶴くはく
足そく
紋もん
と
い
ふ
て
。
一
國こく
よ
り
い
げ

マ
マ
）

(十二オ・下)(十二ウ・下)

(十三ウ)
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郷
里
け
う
り

の
ぬ
し
と
な
る
な
り
。
三
三
横わう
の
紋
と
い
ふ
て
。
親おや
に
。
は
や
く
。
は
な

る
ゝ
な
り
。
一
蛇じや
行ぎやう
紋
と
い
ふ
て
旅たび
へ
い
で
ゝ
死し
す
る
な
り
。
井
井いの
字じ
の
紋
と

い
ふ
て
じ
ゆ
り
や
う
を
し
て
吉
な
り
。
川
川せん
字じ
の
紋
と
い
ふ
。
物
お
も
ひ
。
う

れ
ひ
事
。
た
へ
ず
。
あ
る
ひ
は
。
刑けい
に
あ
ふ
な
り
。
十
十しふ
字じ
の
紋
と
い
ふ
て

貴
に
し
て
繁
昌
な
り
。
田
田た
字じ
紋もん
』（
十
四
オ
）
と
い
ふ
て
ふうふ

貴
﹇
マ
マ
﹈

に
し
て
。
命

な
が
し
。
山
山さん
字し
の
紋もん
と
い
ふ
て
。
武ぶ
家け
は
よ
し
。
町
人
は
半
吉
な
り
。
乙
乙おつ

字じ
の
紋もん
と
い
ふ
て
。
み
や
こ
に
居い
て
。
禁きん
中ちう
の
。
御
用
を
聞きい
て
。
仕
合
よ
し
。

女
女にょ
字じの
紋
と
い
ふ
て
。
何
事
に
て
も
。
其
名な
あ
ら
は
れ
。
一
げ
い
に
達たつ
す
る
也
。

右
の
も
ん
み
な
。
ひ
た
い
に
あ
ら
わ
る
ゝ
な
り
。
心
を
付
て
。
見
る
べ
し
。
女によ
人

に
三
横わう
の
も
ん
あ
る
は
。
夫おつと
に
早はやく
は
な
れ
。
子こ
を
さ
ま
た
ぐ
る
紋
な
り
。
耳みゝ

に

三
紋もん
あ
る
は
。
そう

明めい
に
て
。
知ち
恵ゑ
あ
り
。
眉まゆ
の
上うへ
に
。
紋
あ
る
は
悪あし
し
。
目め
の

下した
に
。
な
み
だ
の
。
な
が
る
ゝ
ご
と
く
。
紋もん
有
は
。
慈じ
悲ひ
ふ
か
し
。
目
下
に
横わう
紋もん

あ
る
は
。
貧ひん
賤せん
な
り
。
又
は
子こ
に
。
ゑ
ん
う
す
し
。
額ひたいに
大
字じ
の
紋
あ
る
は
。
親おや

か
う
こ
う
に
て
武ぶ
家け
は
忠ちう
臣しん
な
り
。
ひ
た
い
に
。
一
字じ
の
紋
あ
る
は
。
商あき
人んど
は
よ

し
。
あ
わ
れ
む
心
あ
り
。
額ひたい
に
毛け
の
は
ゆ
る
は
。
男
女
と
も
に
。
さ
ま
た
』（
十

四
ウ
）
た
け
の
心
あ
り
て
。
親おや
に
不ふ
孝かう
な
り
。
額ひたいの
左ひたりに
。
日
と
い
ふ
も
ん
。
右みぎ

に
月
と
い
ふ
も
ん
。
此
両りやう
紋もん
あ
る
は
。
貴き
相そう
な
り
。
出しゆつ
家け
は
。
天
下
の
大
和を
尚
しやう

と
成
る
。
俗ぞく
は
天
子
の
御
前まへ
ち
か
く
出
仕
す
る
人
な
り
。
額
に
一
筋すじ
ふ
と
き
す
じ

あ
る
は
。
心こゝろ
勇ゆふ
に
し
て
。
百ひやく
萬まん
の
軍くん
兵びやうの
大
将しやうと
成
る
。
額
に
紋もん
あ
り
て
。
眉まゆ

の
中なか
へ
入
。
わ
け
見
へ
ず
し
て
。
紋もん
あ
る
は
。
貧ひん
苦く
あ
り
。
口くち
の
は
た
に
も
ん
あ

り
て
口くち
の
中
へ
入
た
る
は
。
男
女
と
も
に
。
う
へ
て
死し
す
へ
し
。
額ひたいに
川かわ
と
い
ふ

も
ん
あ
る
は
。

貴
に
し
て
。
命
な
が
し
。くはん
骨こつ
（
ほ
う
ぼ
ね
）
に
小
と
い
ふ

も
ん
あ
る
は
。
水すい
難なん
に
あ
ふ
て
。
あ
や
う
し
。
も
ろ
こ
し
に
。
鐘しやう
ゆう

と
い
ふ
も

の
あ
り
。
い
と
け
な
き
と
き
。
祖
父そふ
（
ぢ
い
）
と
同どう
道だう
し
て
洛らく
陽やう
に
行ゆく
に
。
道みち
に

人

相
にんそうを

見
る
人
あ
り
て
。
鐘しやうゆう
童どう
子じ
を
見み
て
い
わ
く
。
此
童
子
は
。
そう

明めい
に
し

て
。
よ
き
』（
十
五
オ
）
相そう
あ
り
。
さ
り
な
が
ら
。
水みず
に
あ
ふ
て
。
わ
ざ
わ
ひ
あ

り
。
つ
ゝ
し
む
べ
し
と
い
ふ
。
そ
れ
よ
り
行ゆく
事こと
い
ま
だ
。
三
十
丁
に
も
た
ら
ず
し

て
。
橋はし
を
わ
た
る
時とき
馬むま
お
ど
ろ
い
て
。
落らく
馬ば
し
。
水みず
に
お
ぼ
れ
て
。
す
で
に
死し
す

べ
か
り
け
る
を
。
す
く
い
あ
げ
。
た
す
か
り
た
り
。
そ
れ
よ
り
。
い
よ
〳
〵
此
童だう

子じ
を
あ
は
れ
み
。
人
相そう
の
正たゞしき
事
を
。
信しん
じ
て
。
童たう
子じ
に
学かく
文もん
さ
せ
。
つ
ゐ
に
官
くはん

位い
に
の
ほ
り
。
世よ
に
名な
を
あ
ら
は
し
け
る
。
鐘しやう
ゆふ

が
くはん

骨こつ
に
小
と
い
ふ
紋もん
あ

り
。』（
十
五
ウ
）

枕しん
骨こつ
の
圖づ
論ろん

枕しん
骨こつ
と
は
。
頭かうべの
う
し
ろ
。
髪かみ
の
ゆ
ひ
め
よ
り
下した
。
枕まくらの
。
あ
た
る
を
。
枕しん
骨こつ
と

い
ふ
。
し
か
れ
ば
人
の
貴き
賤せん
は
。
枕
骨
に
あ
り
。
枕
骨
ゆ
た
か
成
は
。
ふう

貴き
な
り
。

落おち
入
た
る
は
。
貧
賤
な
り
。
古こ
人じん
い
わ
く
。
枕
骨
の
善せん
悪あく
し
ら
ん
と
お
も
わ
ば
。 (十六オ)
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枕
骨
の
脳
下
の
ふ
か

に
あ
る
を

貴
と
し
。
脳のふ
上じやう
に
あ
る
を
。
貧ひん
賤せん
と
す
。
故
かうがゆへに

紋もん
論ろん

す
。
○
○
○

三さん
才さいの
紋もん
と
い
ふ
て
。
貴
たつときな

り
。

五ご
岳がく
の
枕
と
い
ふ
て
。
位くらいあ

り
。
◎○

車しや
軸ぢくの
枕まくら
と
い
ふ
て
。しや
合はせ
よ
し
。

えん
月げつの
枕しん
と
い
ふ
て
。
貴き
人
な
り
。

相さう
背はいの
枕
と
い
ふ
て
。
文ぶん
武ふ
二
道だう
に
達たつ
す
。

垂すい
針しんの
枕
と
い
ふ
て
。
長
ちやう

命めい
也
。
□
酒しゆ
樽そんの
枕
と
い
ふ
て
。
仕
合
吉
。
上

上じやう
字じの
枕
と
い
ふ
て
。
男なん
女によ
共
に

貴
に
し
て
。
長
命
也
。
○○

妻さい
子し
に
縁ゑん
あ
り
。

鶏けい
子しの
枕
と
い
ふ
て
。
貧ひん
賤せん
也
。

右みぎ
の
紋もん
能よく
相そう
し
て
。
善ぜん
悪あく
を
考
かんがへ

知しる
べ
し
。』（
十
六
ウ
）

男なん
女にょ
痣ほくろの
圖づ
論ろん

善
悪

漢かん
の
高かう
祖そ
は
。
股もゝ
に
七
十
二
の
ほ
く
ろ
あ
り
て
。
帝てい
王わふ
の
位くらいに
の
ぼ
る
。
凡およそほ
く

ろ
の
生しやう
ず
る
所
に
。
善せん
あ
く
の
差しや
別べつ
あ
り
て
。
吉きつ
凶きやう
を
さ
だ
む
。
し
か
れ
ば
色いろ

の
黒くろきは
う
る
し
の
こ
と
く
赤あか
き
は
朱しゆ
の
こ
と
く
な
る
は
よ
し
。
う
す
あ
を
く
う
す

白しろ
き
は
あ
し
き
ほ
く
ろ
な
り
。
額ひたいの
う
へ
に
ほ
く
ろ
七
つ
あ
る
は
貴き
人
也
。
鼻はな
の

あ
な
の
う
へ
に
あ
る
は
。
父ふ
母ぼ
を
さ
ま
た
げ
不ふ
孝かう
な
り
。
男なん
女
と
も
に
。
両りやうの
耳みゝ

に
あ
る
は
そう

明めい
に
し
て
知ち
恵ゑ
ふ
か
し
。
学がく
文もん
し
て
。
い
よ
〳
〵
よ
し
。
耳
の
中
に

あ
る
は
命
な
が
し
。
右みぎ
の
耳みゝ
の
下
に
あ
る
は
お
や
に
孝かう
行こふ
な
り
。
耳
の
中
の
た
ま

に
あ
る
は
福
徳
あ
り
。
眼がん
玄げん
に
あ
る
は
盗とう
賊ぞく
の
心
あ
り
。
此
ほ
く
ろ
を
ほ
り
て
。

血ち
を
取とり
綿わた
に
つ
ゝ
み
針はり
を
さ
し
観くはん
音おん
の
名みやう
号ごう
七
へ
ん
と
な
』（
十
八
オ
）
ゑ
。
川かは

に
す
つ
べ
し
。
つ
ゐ
に
盗
賊
の
心
や
む
べ
し
。
両
の
ま
ゆ
の
中なか
に
あ
る
は
。

貴

に
し
て
吉
。
さ
り
な
が
ら
男
女
と
も
に
た
ん
き
に
て
兄
弟
に
ゑ
ん
う
す
し
。
鼻
の

あ
な
の
は
た
に
あ
る
は
。
病やまいた
へ
ず
口
舌
あ
り
。
つ
ね
に
薬やく
師し
如によ
来らい
を
信しん
ず
べ
し
。

目
の
ふ
ち
の
う
へ
に
あ
る
は
。
仕
合
よ
し
。
鼻
ば
し
ら
に
あ
る
は
。
き
み
ぢ
か
く

し
て
。
自じ
害がい
な
ど
す
る
心
あ
り
。
つ
ゝ
し
み
て
吉
。
人にん
中ちう
と
い
ふ
て
。
鼻はな
の
あ
な

に
あ
る
は
。
夫ふ
妻さい
に
ゑ
ん
あ
り
。
口
び
る
に
あ
る
は
。
貧ひん
賤せん
な
り
。
口こう
中ちう
の
上うへ
の

あ
ぎ
と
。
下した
の
あ
ぎ
と
と
に
あ
る
は
。
一
代だい
食しよく
物もつ
多おゝ
し
。
舌した
の
上
に
あ
る
は
。

一
生しやうい
つ
わ
り
。
き
よ
ご
ん
多おほ
し
。
人
を
た
ぶ
ら
か
す
。
高こう
廣くはう
堂だう
に
あ
る
は
。

親おや
に
不ふ
孝かう
な
り
。
ほ
ふ
ぼ
ね
の
一
寸
下
に
あ
る
は
。
牛ぎう
馬ば
。
あ
る
ひ
は
た
か
き
所
ところ

よ
り
落おち
て
。
わ
ざ
わ
ひ
あ
り
。
又
の
ん
ど
の
下
に
あ
る
は
。
男おとこ
は
つ
ま
』（
十
八

(十七オ)(十七ウ)

五
六

『
人
相
小
鑑
大
全
』（
上
）
巻
一
〜
巻
二

浜
田
泰
彦
・
河
戸
愛
実
）



ウ
）
を
。
が
い
し
。
女
は
男
を
な
や
ま
す
。
む
ね
の
下
。
み
そ
落おち
に
あ
る
は
。
よ

く
物
を
お
ほ
べ
て
吉
。
乳ち
よ
り
壱
寸
わ
き
に
あ
る
は
。
思
事
た
へ
ず
。
苦く
労らう
あ
り
。

わ
き
ば
ら
に
赤あかき
ほ
く
ろ
あ
る
は
。
仕
合
よ
し
。
背
せなかの

十
一
の
ほ
ね
の
脇
。
壱
寸
目

に
あ
る
は
。
命
み
ぢ
か
し
。
く
び
す
ぢ
の
う
し
ろ
に
あ
る
は
。
た
ん
き
に
て
。
苦く

労らふ
あ
り
。
へ
そ
の
壱
寸
わ
き
に
あ
る
は
。
夫ふ
妻さい
に
ゑ
ん
あ
り
。
子
に
貴
人
あ
る
べ

し
。
股もゝ
の
つ
け
き
は
。
四
寸
う
へ
に
あ
る
は
。
ふう

貴き
な
り
。
同
おなしくも

ゝ
の
付
ぎ
は
。

七
寸
下した
。
内うち
股もゝ
に
ま
ろ
く
赤あかき●
是
ほ
ど
成
。
ほ
く
ろ
あ
る
は
。
親おや
に
大だい
孝かう
行こう
の
人

に
て
。
天
下
に
名
を
あ
ぐ
へ
し
。
是
を
聖せい
人じん
と
も
賢けん
人
と
も
い
ふ
べ
し
。
唐
もろこし

漢
くわん

の
高かう
祖そ
。
御
子
漢かん
の
文ぶん
帝てい
は
。
い
と
け
な
き
時
御
名
恒こう
と
申
侍
り
。
御
母はゝ
。
薄はく
太たい

后こう
に
。
孝かう
行こう
也
。
よ
ろ
づ
の
食しよく
物もつ
を
ま
い
ら
せ
ら
る
ゝ
時
は
。
先まづ
み
づ
か
ら
。

き
こ
し
』（
十
九
オ
）
め
し
心
み
給
へ
り
。
御
兄きやう
弟だい
あ
ま
た
ま
し
〳
〵
け
れ
ど
も
。

こ
の
み
か
ど
程ほと
。
仁じん
義ぎ
を
お
こ
な
ひ
。
孝かう
行こふ
な
る
は
。
な
か
り
け
る
。
此
ゆ
へ
に
。

上かみ
一
人
よ
り
。
下しも
萬ばん
民みん
に
至いたる
る
ま
で
。

忝
かたじけなく

思
ひ
。
四
百
余よ
刕しう
の
。
天
子
に
か

や
う
の
帝みかど。
よ
も
あ
ら
じ
と
。
か
ん
る
い
き
も
に
め
い
し
け
る
が
。
か
く
の
こ
と

き
の
ほ
く
ろ
あ
り
。
こ
と
〴
〵
く
は
。
面おもて
の
圖づ
に
見
へ
た
り
。
よ
く
〳
〵

考
かんがふべ

し
。
悪あしきほ
く
ろ
を
ほ
り
て
。
血ち
を
取とり
。
綿わた
に
つ
ゝ
み
針はり
を
さ
し
。
川
に
す
つ
べ
し
。

つ
ゐ
に
悪あく
事じ
や
み
て
善ぜん
事じ
と
成
る
べ
し
。

人
相
小
鑑
巻
之
二
終
』（
十
九
ウ
）

〔
追
記
〕

『
人
相
小
鑑
大
全
』
に
は
、
人
権
上
の
観
点
か
ら
適
当
で
は
な
い
表
現
が
含
ま
れ

て
い
る
が
、
原
作
を
尊
重
し
、
手
を
加
え
ず
に
掲
載
し
た
。
な
お
、
本
稿
は
二
〇

一
七
年
度
秋
学
期
に
河
戸
愛
実
氏
が
提
出
し
た
卒
業
論
文
「
脇
顔
の
痣

付
『
人

相
小
鑑
大
全
』
翻
刻
｜
浮
世
草
子
か
ら
見
る
観
相
学
｜
」
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
こ
の
稿
、
続
く
）

（
は
ま
だ

や
す
ひ
こ

日
本
文
学
科
）、

（
か
わ
と

ま
な
み

日
本
文
学
科
二
〇
一
七
年
度
卒
業
生
）

二
〇
一
八
年
十
一
月
十
五
日
受
理

五
七

佛
教
大
学

文
学
部
論
集

第
一
〇
三
号
（
二
〇
一
九
年
三
月
）


